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夢に向かって翔け！
３月18日、ゆうばり小学校第６回卒業証書授与式が行われました。

今年度の卒業生は３６名。彼らは、市内に６校あった小学校がゆうばり小学校１校に統合された年の新

入生です。彼らを取り巻く環境は厳しいものであったと思いますが、時に涙し、時には笑顔で、多くの経

験を経て立派に成長し、卒業式を迎えました。

式場のスクリーンには、彼ら一人ひとりの将来の夢が映し出され、それぞれの夢を実現するべく、大

きく翔いていきました。
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財政再生計画の抜本的な見直しを行いました！

このように計 画を見 直しました！

夕張市は、平成19年３月、財政再建団体（平成22年３月からは財政再生団体）へ移行し、これまで市民の皆さんを

はじめ多くの関係者の協力により財政の再建をとり進めてきました。

平成27年度、この間の10年を検証する第三者委員会『夕張市の再生方策に関する検討委員会』を設置し、平成28

年３月、『再生のための提言』が記載された報告書を提出いただきました。

この提言を受け、夕張市は財政再建と地域再生の調和に向けた新たな段階に移行するため、平成22年３月に作成

した計画を抜本的に見直し、新たな財政再生計画を策定しました。

このことにより、10年間止まっていた『地域再生』という時計の針を動かし、市民

の皆さんと共に力強く『RESTART（再出発）』することが可能となりました。

この間、耐えに耐え、耐え忍んできた市民、議会、職員。物心両面にわたって夕張を

継続的にご支援いただきました全国の皆様に心からお礼を申し上げます。

３月７日、高市総務大臣から
鈴木市長に『新しい計画に
同意します。』とした通知書
が手渡されました。

歳入の確保のため平成19年度より標準税率を超えた税額を課してきたものを、平成29年度

より以下のとおり改めました。

①個人市民税 所得割　　100分の6.5  → 100分の６（標準税率）

 均等割　　3,500円  → 3,000円  （標準税率）

②軽自動車税 平成29年度より24ページの表のとおりに税額を改めます。

新しい計画においても、再生計画の期間（平成41年度まで）と再生振替特例債

の償還額・償還期間（平成38年度まで）に変更はありません。

以下、新たな財政再生計画の概要を

第三者委員会からの再生のための提言 平成28年３月４日に市長に提出されたもの

①住民サービス・住民負担について

●住民が実感できる子育て支援のサービス充実や施設整備を。

●負担と効果を見極め超過税率の解消を。

②公共施設等の整備について

●文化・芸術・子育て等の拠点となる複合施設や、診療所建設などの公共施設整備を計画的に推進すべき。

③地方創生にかかる政策展開について

●新エネルギー政策の展開、定住・移住促進政策、住宅環境の改善等が必要。

④行政執行体制について

●財政再生計画の終了後を見据え、派遣職員に頼ることの無い体制づくりと、人材確保のため職員（一般職、特

別職）の処遇改善を。

⑤財政再生計画の運用について

●財政再生計画の運用面での改善が必要。

「①住民サービス・住民負担について」の提言を受けて（その１）

市 税を標 準 税 率に戻します
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そのほか、平成27年度に多くの市民の皆さんと創り上げた『地方版総合戦略』のアクションプランを

基に平成38年度までに113億円の事業を計画に盛り込みました。

このうち、平成29年度に実施する主な事業と、その事業費を18・19ページに記載しています。

財政再生計画の抜本的な見直しに係る詳しい内容は市のホームページでご覧ください。

市民から要望の強かった子育て支援のサービスについて、以下の事業を計画に登載しました。

①妊婦健診や出産のための交通費の助成

②２子目以降の保育料の無料化（これまでは２子目半額、３子目以降無料）

③子どもの医療費無料化を中学生まで拡大（これまでは就学前児童）

④普段保育園を利用していない子どものための一時預かり事業

⑤放課後に子どもが集まれる居場所づくり

⑥認定子ども園の建設（老朽化した保育園１園と幼稚園の統合：平成32年度開設予定）

　※各事業は平成28年度から実施しているものも含んでいます。（以下同様）

「①住民サービス・住民負担について」の提言を受けて（その２）

新しい 子 育て支 援 サービスを始 めます

コンパクトシティを進めるため、計画的な公共施設の整備を計画に登載しました。

①子育てや文化振興等の用途のほか、バス等の交通結節機能を併せ持つ複合施設の建設

　（平成31年度供用開始予定）

②老朽化した市立診療所の建て替え（平成34年度供用開始予定）

③市営住宅の再編事業を継続して推進

「②公共施設等の整備について」の提言を受けて

新しい 公 共 施 設 の 整 備を進 めます

住んで良かったと思えるマチづくりのため、以下の事業を計画に登載しました。

①炭層メタンガス（ＣＢＭ）の資源量調査を実施し、新エネルギーの活用研究へ

②市内への移住・定住を進めるため、『高品質・低家賃の民間賃貸住宅』の建設促進と、『住宅

取得や住宅リフォーム』のための助成を実施

③新規創業者や、就業のために資格取得を行う者に対する助成を実施

「③地方創生にかかる政策展開について」の提言を受けて

市 の 将 来 の 夢をつなげます

この10年間、大幅な給与カットと職員数の削減等により職員の中途退職が相次いだことか

ら、人材確保と体制の整備のため職員給与等を以下のとおり見直します。

○特別職：【見直し前：約70%の削減】  →【見直し後：50%の削減】

○一般職：【見直し前：平均15%の削減】→【見直し後：一律９%の削減】

※特別職は市長給与の削減を示しています。現在の市長の任期中は特別職の見直しは行い

ません。

「④行政執行体制について」の提言を受けて

問合せ先
　市財務課財政係　☎52-3122 

　ybrzai@city．yubari．lg．jp
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平
成
28
年
度
第
６
次
の
計
画
変
更

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更

（
平
成
28
年
度
第
６
次
と
平
成
28
年
度
補
正
予
算
）

平
成
28
年
度
の
計
画
変
更

【
一
般
会
計
】

◆
歳
入　
　

　

市
営
住
宅
再
編
事
業
、
心
電
図
検

診
事
業
（
小
・
中
学
校
）
、
林
業
専
用
道

整
備
、
農
業
排
水
河
川
水
位
管
理
業

務
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
道
支
出

金
の
増

変
更
額　

3
6
、4
2
2
千
円

　

地
方
債
借
入
や
特
定
財
産
売
払
収

入
な
ど
に
よ
り
、財
源
振
替
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
よ
る
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
基
金
繰
入
金
や
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
の
減

変
更
額　

▲
2
2
5
、2
1
9
千
円

　

上
水
道
第
８
期
拡
張
事
業
の
国
庫

補
助
金
交
付
額
が
確
定
し
た
こ
と
に

よ
る
一
般
会
計
出
資
債
の
減

変
更
額　
　

▲
4
0
、1
0
0
千
円

　

平
成
29
年
度
実
施
予
定
の
市
営
住

宅
再
編
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
で
実
施

す
る
こ
と
に
よ
る
公
営
住
宅
建
設
事

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平

成
28
年
度
第
６
次
〉
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

業
債
の
増変

更
額　

1
5
、8
0
0
千
円

　

過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事
業

分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助

や
、旧
し
尿
処
理
場
各
処
理
槽
清
掃
の

充
当
財
源
と
し
て
発
行
す
る
同
地
方

債
の
増

変
更
額　

7
8
、7
0
0
千
円

　

観
光
施
設
売
却
の
売
却
金
額
が
決

定
し
た
こ
と
に
よ
る
特
定
財
産
売
払

収
入
の
増

変
更
額　

2
2
0
、0
0
0
千
円

　

不
用
物
品
の
売
却
金
額
が
確
定
し

た
こ
と
に
よ
る
不
用
品
売
払
収
入
の

増

 

変
更
額　

５
、7
0
5
千
円

　

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
に
積

み
立
て
る
た
め
の
指
定
寄
付
金
収
入
の

増

変
更
額　

3
1
0
、5
6
0
千
円

　

子
ど
も
・
文
化
振
興
基
金
に
積
み
立

て
る
た
め
の
指
定
寄
付
金
収
入
の
増

変
更
額　

１
、3
7
7
千
円

◆
歳
出　
　

　

条
例
の
一
部
改
正
に
よ
る
調
整
額
の

加
算
や
、年
度
内
の
普
通
退
職
者
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
退
職
手
当
に
要

す
る
経
費
の
増　

変
更
額　

2
1
、5
5
6
千
円

　

企
業
折
衝
や
国
と
の
協
議
に
要
す

る
旅
費
の
増

変
更
額　

6
4
1
千
円

　

不
用
物
品
の
売
却
に
要
し
た
経
費

の
増

変
更
額　

１
、9
4
0
千
円

　

夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に
基

づ
く
寄
付
金
を
、幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
基
金
に
積
み
立
て
る
経
費
の
増

変
更
額　

3
1
0
、5
6
0
千
円

　

新
規
地
方
債
の
発
行
に
伴
う
後
年

度
の
公
債
費
に
つ
い
て
、
市
の
実
質
負

担
分
を
財
政
再
生
計
画
調
整
基
金
に

積
み
立
て
る
経
費
の
増

変
更
額　

2
4
、5
0
9
千
円

　

夕
張
市
子
ど
も
・
文
化
振
興
基
金

条
例
に
基
づ
く
寄
付
金
を
、
子
ど
も
・

文
化
振
興
基
金
に
積
立
て
る
経
費
の

増

変
更
額　

１
、3
7
7
千
円

　

寄
付
者
に
対
す
る
礼
状
や
特
産
品

の
送
付
に
係
る
経
費
の
増

変
更
額　

1
9
、0
2
2
千
円

　

特
定
団
体
及
び
特
定
事
業
へ
の
指

定
寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、寄
付
の
指

定
に
基
づ
き
助
成
を
行
う
経
費
の
増

変
更
額　

２
、4
9
8
千
円

　

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
に
つ

い
て
、過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事
業

分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、幸

福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
繰
入
金
か

ら
同
地
方
債
へ
の
財
源
振
替

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
の
み
）

　

国
庫
補
助
金
の
増
額
に
よ
り
一
般
財

源
が
減
少
し
た
た
め
、国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
に
繰
り
出
す
経
費
の
減

変
更
額　

▲
１
、1
8
8
千
円

　

寄
贈
を
受
け
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
修

繕
に
要
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

2
4
7
千
円

　

国
庫
補
助
金
の
額
の
確
定
に
伴
い
、

水
道
事
業
会
計
に
繰
り
出
す
額
が
決

定
し
た
こ
と
に
よ
る
経
費
の
減

変
更
額　

▲
4
0
、1
0
0
千
円

　

国
道
支
出
金
や
地
方
債
の
対
象
外

と
し
て
一
般
財
源
へ
振
替
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
る
診
療
所
事
業
会
計
へ
繰
り
出

す
経
費
の
増変

更
額　

２
、6
9
5
千
円

　

旧
し
尿
処
理
場
各
処
理
槽
清
掃
に

つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事

業
分
）の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

一
般
財
源
か
ら
同
地
方
債
へ
の
財
源
振

替
変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
の
み
）

　

農
業
排
水
河
川
水
位
管
理
業
務
の

作
業
員
単
価
の
増

変
更
額 

1
0
千
円

　

林
業
専
用
道
整
備
事
業
の
経
費
の
増

変
更
額　

４
、7
1
1
千
円

　

観
光
施
設
等
特
定
財
産
の
売
却
に

要
し
た
経
費
の
増

変
更
額　

７
、1
2
8
千
円

　

平
成
29
年
度
実
施
予
定
の
市
営
住

宅
再
編
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
で
実
施

す
る
経
費
の
増

変
更
額　

4
7
、5
2
0
千
円

　

心
電
図
検
診
事
業
（
小
・
中
学
校
）

に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
交
付
内
示

が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
う
一
般
財
源
か
ら

国
庫
補
助
金
へ
の
財
源
振
替

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
の
み
）

　

中
学
校
設
置
の
除
雪
機
が
故
障
し
た

こ
と
に
よ
る
修
繕
に
要
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

1
1
9
千
円

【
診
療
所
事
業
会
計
】

◆
歳
入　

　

市
立
診
療
所
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る
国
道
支
出

金
の
増

変
更
額　

1
0
、6
5
7
千
円

　

市
立
診
療
所
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
国
道
支
出
金
や
地
方
債

の
対
象
外
と
し
て
一
般
財
源
へ
振
替
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
一
般
会
計
繰
入
金

の
増

変
更
額　

２
、6
9
5
千
円

　

市
立
診
療
所
施
設
の
災
害
復
旧
事

業
に
つ
い
て
、
入
札
に
よ
る
経
費
の
減

や
、
交
付
の
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴

う
災
害
復
旧
事
業
債
の
増

変
更
額　

▲
1
5
、2
0
0
千
円
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◆
歳
出　

市
立
診
療
所
施
設
の
災
害
復
旧
事
業

に
つ
い
て
、
入
札
に
よ
る
経
費
の
減
や
、

交
付
内
示
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴
う
地
方

債
か
ら
国
道
支
出
金
、一
般
財
源
へ
の
財

源
振
替

変
更
額　

▲
１
、8
4
8
千
円

平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
内
容

◆
平
成
28
年
度
予
算
の
補
正
を
行
っ

た
会
計
と
補
正
予
算
額

　

平
成
29
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生

計
画
の
変
更
」
に
基
づ
き
、一
般
会
計
と

診
療
所
事
業
会
計
の
予
算
の
補
正
を

行
う
と
と
も
に
、
次
の
３
会
計
の
特
別

会
計
に
つ
い
て
予
算
の
補
正
を
行
い
ま

し
た
。

　

他
の
特
別
会
計
の
主
な
補
正
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
】

　

国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
単
位
化

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て
、
国
庫

支
出
金
の
増
額
に
よ
る
一
般
財
源
か
ら

国
庫
支
出
金
へ
の
財
源
振
替

　

過
年
度
過
誤
納
還
付
金
に
つ
い
て
、

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
国
道
支
出
金

の
精
算
還
付
金
の
増

【
介
護
保
険
事
業
会
計
】

　

介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
貸
付

金
の
借
り
入
れ
に
伴
う
一
般
財
源
か
ら

地
方
債
へ
の
財
源
振
替

【
水
道
事
業
会
計
】

　

収
益
的
事
業
と
資
本
的
事
業
の
実

行
見
込
額
に
よ
る
補
正

問
合
せ
先　

市
財
政
係

☎
52
―
3
1
2
2

市では現在、日吉の「幸福の黄色いハンカチ想い出ひろば」を

“真の幸福を考え、感じる場所”とするべく、リニューアルを行って

います。

このほど、ひろば内にある旧理容店の建物を活用し、市民のみな

さんをはじめ多くのお客様が「幸福」についてゆっくりと語ること

のできるカフェへ改装しました。

映画祭期間中の３月４日には、リニューアルにあたってデザイン

面での意見を提供していただいた東海大学札幌キャンパスの学生３

名に協力いただき、コーヒーの無料試飲提供を行い、市内外から約

30名様にご来場いただきました。

来場いただいたみなさんからは「夕張に素敵なカフェができて嬉しい」や「また来たい」などご好評

の声を多数いただきました。

カフェは４月下旬を目途に本格オープン

予定です。みなさんのお越しを心よりお待

ちしています。

市まちづくり企画係　☎52―3141

〔単位：千円〕

会 計 名 補 正 前 の 予 算 額 ３月の補正予算額 補 正 後 予 算 額

一 　 般 　 会 　 計 12,623,741 403,245 13,026,986

国民健康保険事業会計 1,839,410 18,732 1,858,142

介護保険事業会計 1,662,753 ０ 1,662,753

診 療 所 事 業 会 計 127,790 ▲1,848 125,942

水 道 事 業 会 計 3,315,129 ▲126,021 3,189,108

幸福の黄色いハンカチ想い出ひろばに
カフェができました！

※水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額
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市
政
執
行
方
針

平
成
二
十
九
年
第
一
回
定
例
市
議
会
が
三
月
十
四
日
開
催
さ

れ
、
市
長
が
平
成
二
十
九
年
度
の
市
政
執
行
方
針
、
教
育
長
が
教

育
行
政
執
行
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

次
の　

年
に
向
け
て

地
域
再
生
へ
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ

10

　

３
月
１
日
に
第
二
回
臨
時
市
議
会

に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
議
決
い
た
だ
き

ま
し
た
新
た
な
財
政
再
生
計
画
に
つ
い

て
、一
昨
日
、高
市
早
苗
総
務
大
臣
か
ら

同
意
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
28
年
第
１
回
定
例
市

議
会
に
お
い
て
、「
『
地
域
の
再
生
な
く

し
て
、財
政
の
健
全
化
な
し
』
。
私
は
幾

度
と
な
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
財

政
破
綻
か
ら
10
年
目
と
な
る
平
成
28

年
度
は
、本
市
の
将
来
を
左
右
す
る
重

要
な
年
と
な
り
ま
す
。
い
や
、
重
要
な

年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
挑
戦

　

先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、抜

本
的
な
見
直
し
を
行
い
、実
質
的
に
財

政
再
生
団
体
か
ら
脱
却
す
る
新
た
な

財
政
再
生
計
画
に
つ
い
て
、
高
市
総
務

大
臣
に
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、財
政
破
綻
か
ら
10
年
目
の
節

目
を
む
か
え
、３
月
４
日
に
は
「
夕
張

市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
か
ら
報
告
書
の
提
出
を
受
け
、そ

の
後
、
財
政
再
建
だ
け
で
な
く
、
地
域

再
生
の
両
立
を
図
る
た
め
、
真
に
必
要

な
事
業
の
洗
い
出
し
作
業
と
と
も
に
、

財
政
再
生
計
画
の
再
計
算
を
半
年
か

け
て
行
い
、10
月
27
日
、28
日
の
２
日
間

「
国
、
北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者
協

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
再
生
の
た
め
真
に

必
要
な
事
業
に
つ
い
て
、
計
画
に
盛
り

込
む
方
向
で
三
者
の
認
識
を
共
有
し
、

国
及
び
北
海
道
は
そ
の
事
業
実
施
の

た
め
最
大
限
の
支
援
を
検
討
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

夕
張
市
は
、平
成
22
年
３
月
に
総
務

大
臣
の
同
意
を
得
た
財
政
再
生
計
画

に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で
国
、
北
海
道
、
市

議
会
、市
民
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
財
政
の
再
建
を
取
り

進
め
て
き
ま
し
た
。一
方
、夕
張
市
の
再

生
方
策
に
関
す
る
検
討
委
員
会
報
告

の
度
に
ぶ
つ
か
っ
た
大
き
な
壁
。
財
政

再
生
計
画
と
い
う
大
き
な
壁
。
そ
の
財

政
再
生
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
す
議

論
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、夕
張
に
と

っ
て
真
に
必
要
な
も
の
は
何
で
あ
る
か

を
皆
様
と
と
も
に
考
え
、練
り
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
の

再
建
と
地
域
の
再
生
を
両
立
さ
せ
、夕

張
の
再
生
を
一
日
で
も
早
く
成
し
遂
げ

る
た
め
私
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
こ
の
場
で
お
約

束
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
。
次
の
10
年
に
向

け
、夕
張
市
が
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し

て
、財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
を
両

立
し
て
い
く
た
め
、
真
に
必
要
な
事
業

を
洗
い
出
す
と
と
も
に
、
収
支
の
再
計

算
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
国
、
北

海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者
協
議
」
を
は

じ
め
、様
々
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
折
衝
を

積
み
重
ね
、よ
う
や
く
10
年
間
止
ま
っ

て
い
た
「
地
域
再
生
」
と
い
う
時
計
の
針

を
動
か
し
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
を
切
る
こ

と
が
で
き
る
状
況
ま
で
辿
り
着
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
ま
で
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
、
職
員
一

人
ひ
と
り
、
そ
し
て
、
夕
張
に
心
を
寄

せ
て
く
だ
さ
っ
た
全
国
の
皆
様
の
お
か

げ
で
あ
り
、
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
の
両

立
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
挑
戦
」の

先
頭
に
立
ち
、全
力
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
市
議
会
及
び
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
改
め
て
お

願
い
し
ま
す
。

海
道
に
お
い
て
も
、
最
大
限
の
支
援
を

ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、実
質
的
に
財
政
再
生
団
体
か
ら
脱

却
す
る
新
た
な
財
政
再
生
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
は
、
す
べ
て
を

財
政
破
綻
前
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
我
が
国
に
お
い
て
我
々
の
み
が

経
験
し
た
財
政
破
綻
を
教
訓
と
し
、

財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
を

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、新
た
な
財
政
再
生
計
画
は
あ

く
ま
で
「
計
画
」
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
現

実
の
も
の
に
す
る
の
は
、私
た
ち
市
民
、

議
会
、行
政
で
あ
り
、「
人
」で
す
。

　

私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
夕
張
市
に
お
い
て
、誰

も
が
「
夢
」
を
主
語
に
挑
戦
す
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
逸
早
く
整
え
、一
人

ひ
と
り
の
「
夢
」
が
、挑
戦
し
続
け
る
こ

と
で
「
実
現
」
す
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、夕
張
市
に
お
い
て
、地
域
再

生
の
た
め
多
く
の
事
業
を
新
た
に
計

画
に
盛
り
込
む
に
あ
た
り
、計
画
期
間

を
延
ば
さ
ず
、か
つ
新
た
な
市
民
負
担

を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、最
大
限
の

努
力
（
例
え
ば
、
企
業
版
を
含
む
ふ
る

さ
と
納
税
の
活
用
、職
員
採
用
な
ど
行

政
執
行
体
制
の
一
部
見
直
し
、
各
種
基

金
や
観
光
施
設
売
却
益
の
活
用
な
ど
）

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
国
及
び
北

市政執行方針・教育行政執行方針
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書
に
お
い
て
、「
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を

検
証
し
た
結
果
、今
後
も
同
様
の
考
え

方
で
財
政
再
建
を
進
め
れ
ば
地
域
社

会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
こ

と
か
ら
、地
域
再
生
や
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
新

た
な
段
階
に
移
行
す
る
こ
と
が
適
当
」

と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
策

定
し
た
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
い

た
新
規
事
業
を
盛
り
込
み
、
財
政
再

生
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
な
お
、抜
本
的
見
直
し
に
あ
た
っ

て
も
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
財
政
健

全
化
の
取
り
組
み
は
継
承
し
、再
生
振

替
特
例
債
の
償
還
を
平
成
38
年
度
で

終
え
る
こ
と
で
、
計
画
期
間
の
変
更
は

行
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
、

財
政
再
建
と
地
域
再
生
の
両
立
を
図

る
も
の
で
す
。

必
要
で
す
。
若
年
世
代
の
定
住
を
図
る

こ
と
は
、社
会
減
少
の
抑
制
に
直
接
的

な
効
果
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
将

来
的
な
自
然
減
少
の
抑
制
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
は
、こ

れ
ま
で
主
体
的
な
取
り
組
み
が
遅
れ

て
き
た
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
子
育

て
環
境
の
整
備
は
、長
期
的
な
視
点
に

お
い
て
自
然
減
少
の
抑
制
の
み
な
ら

ず
、
社
会
減
少
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
今
後
も
ま
ち
づ
く

り
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ま

す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
市
内

中
心
部
に
あ
る
幼
稚
園
及
び
保
育
園

の
２
施
設
を
統
合
・
再
編
し
、
子
育
て

支
援
に
係
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
的

役
割
を
担
う
べ
く
、ま
た
、夕
張
市
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
掲
げ
る
「
自
然
の

中
で
活
き
活
き
と
活
動
し
、自
分
で
考

え
行
動
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
た
い
」

「
遊
び
を
中
心
に
し
な
が
ら
体
幹
を
き

た
え
、リ
ズ
ム
感
、
知
的
活
動
も
取
り

入
れ
て
保
育
を
行
う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、「
園
周
辺
が
四
季
を
感
じ
ら
れ
る

環
境
」「
近
所
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
の
声
が
広
が
る
保
育
」「
食
育

を
考
え
、
菜
園
等
を
充
実
さ
せ
る
」
を

目
標
に
掲
げ
な
が
ら
整
備
を
進
め
、平

成
32
年
度
の
開
園
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、
特
定
教

育
・
保
育
施
設
に
入
園
し
て
い
る
子
ど

も
に
つ
い
て
２
子
目
を
保
育
料
半
額
、

３
子
目
以
降
を
無
料
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
就
学
前
児
童
の
医
療
費
無
料
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
な
人
口
の
自
然
減
少
を
抑

制
し
、
定
住
環
境
を
整
備
す
る
目
的

で
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、現
行
制
度
を
拡
充
し

保
育
所
保
育
料
に
つ
い
て
は
２
子
目
以

降
を
無
料
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
中
学

生
ま
で
を
無
料
と
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
民
間
に
よ
る
住
宅

供
給
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
民

間
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
、

一
定
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
助
成

を
し
て
き
ま
し
た
が
、引
き
続
き
民
間

賃
貸
住
宅
の
建
設
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、ニ
ー
ズ
に
即
し
た
住

宅
の
多
様
化
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
あ
る
不
動

産
の
流
動
化
や
定
住
促
進
の
観
点
か

ら
、住
宅
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
支

援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

る
た
め
の
人
材
を
確
保
し
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
丁
寧
に
積
み
上
げ

る
こ
と
で
、定
住
・
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
末
で
指
定
管
理
期
間
が

満
了
と
な
る
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー

場
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
宿
泊
施
設

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
月
の
第
１
回

臨
時
市
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
議
決
を
い
た
だ
き
、新
事

業
者
と
譲
渡
契
約
を
締
結
い
た
し
ま

し
た
。
現
在
、
指
定
管
理
者
か
ら
の
引

継
ぎ
が
う
ま
く
進
む
よ
う
準
備
室
が

設
置
さ
れ
、本
年
４
月
１
日
の
引
き
渡

し
に
向
け
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
将
来

に
わ
た
り
本
市
の
観
光
の
拠
点
と
な
る

も
の
で
あ
り
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増

加
と
安
定
し
た
地
域
経
済
基
盤
を
構

築
す
る
た
め
、新
事
業
者
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
若
者
の
定
住
と
子
育
て
支
援

　

ま
ち
を
維
持
す
る
う
え
で
人
口
減

少
の
抑
制
は
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、こ
れ
に
は
自
然
減
少
と
社
会
減

少
、そ
の
両
面
か
ら
抑
制
す
る
施
策
が

　

児
童
が
健
や
か
に
活
動
で
き
る
「
児

童
館
的
な
場
」の
提
供
、
自
主
管
理
が

可
能
で
、多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る

地
域
の
児
童
遊
園
の
遊
具
の
整
備
、一

時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆
新
た
な
人
の
流
れ
・
交
流
人
口
の
創
出

　

交
流
人
口
施
策
で
は
、単
に
観
光
施

策
を
目
指
す
も
の
だ
け
で
は
な
く
、地

域
で
活
動
す
る
人
材
「
活
動
人
口
」
と

必
ず
し
も
移
住
に
結
び
つ
か
な
く
て

も
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
様
な
関
わ

り
を
持
っ
て
く
れ
る
人
材
「
関
わ
り
人

口
」
を
増
や
す
こ
と
で
、
住
民
基
本
台

帳
上
の
人
口
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、

関
わ
り
を
通
し
て
、地
域
を
豊
か
に
す
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本
市
に
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
ほ

か
吹
奏
楽
部
や
美
術
部
な
ど
文
科
系

合
宿
ま
で
、道
内
外
か
ら
の
集
客
も
可

能
と
な
る
ほ
ど
の
施
設
を
有
し
て
お
り

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、窓
口
機
能
が
分

散
さ
れ
、効
果
的
な
受
け
入
れ
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
施
設
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、合
宿
の
受
入
れ
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
機
能
を
担
い
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化

と
あ
わ
せ
て
、団
体
受
け
入
れ
事
業
を

実
施
し
自
立
運
営
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

石
炭
博
物
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

年
度
に
実
施
し
ま
し
た
模
擬
坑
道
の

改
修
は
、
予
定
ど
お
り
終
了
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
は
、い
よ
い
よ
博
物
館

本
体
の
改
修
を
行
い
、
夕
張
の
貴
重
な

歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、空
知
地
域
の
炭
鉱
遺
産
活
用
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
に
必
要
な
人
材
を
育
て
る
こ

と
は
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
不
可

欠
な
こ
と
で
あ
り
、
若
者
や
子
育
て
世

代
、
地
域
の
再
生
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

方
々
が
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
地
方
創

生
の
担
い
手
育
成
に
係
る
研
修
へ
参
加

等
を
支
援
し
、地
域
活
性
化
の
要
と
な

る
地
域
の
担
い
手
を
育
て
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、市
内
の
産
業
振
興
及
び
雇
用

の
促
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
発

展
性
を
持
っ
て
市
内
に
お
い
て
起
業
す

る
新
規
創
業
や
市
内
の
事
業
者
で
事

業
を
拡
大
す
る
者
に
対
し
て
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、市
内
に
お
い
て

就
業
を
目
指
す
市
民
を
応
援
す
べ
く
、

専
門
技
術
等
の
市
が
指
定
す
る
資
格

の
取
得
を
支
援
し
ま
す
。

◆
地
域
資
源
を
活
用
し
た
働
く
場
づ

く
り

　

本
市
に
は
、
様
々
な
資
源
が
眠
っ
て

お
り
、そ
の
眠
っ
て
い
る
資
源
を
活
用
し

た
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ズ
リ
山
の
ズ
リ
か
ら
石
炭
を
産
出
す
る

事
業
、市
有
林
の
カ
ラ
マ
ツ
を
伐
採
し
、

建
築
材
と
し
て
使
用
し
、そ
の
伐
採
跡

地
に
薬
木
を
植
栽
す
る
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
に
あ

る
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
事
業
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、既
存
の
産
業
に
捉
わ

れ
ず
、発
想
の
転
換
に
よ
り
地
方
創
発

型
の
仕
事
づ
く
り
や
、
様
々
な
「
働
き

方
」
を
産
業
連
携
に
よ
り
創
出
し
ま

す
。

　

炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
開
発
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
に
試
掘

を
行
い
、
地
質
条
件
や
炭
層
の
特
性
の

把
握
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

は
、一
定
期
間
ガ
ス
生
産
を
継
続
し
、生

産
性
や
資
源
量
の
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
産
出
さ
れ
る
ガ
ス
量
に
合
わ
せ

た
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
実
施
に
向
け
た

調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

異
常
気
象
や
連
作
に
よ
る
品
質
・
収
量

低
下
等
の
課
題
解
決
を
図
る
と
と
も

に
地
域
雇
用
の
維
持
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
生
食
用
夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培

に
加
え
、遊
休
農
地
に
お
い
て
、加
工
用

に
特
化
し
た
夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培
を
新

た
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
遊
休
農

地
の
解
消
と
と
も
に
高
品
質
な
加
工

用
原
料
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を

図
り
、
加
工
用
夕
張
メ
ロ
ン
の
栽
培
現

場
を
新
規
就
農
希
望
者
に
経
験
を
積

ん
で
も
ら
う
場
と
し
て
活
用
し
、
夕
張

メ
ロ
ン
の
栽
培
技
術
を
身
に
つ
け
た
新

た
な
担
い
手
の
独
立
に
つ
な
げ
る
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
伐
採
↓
利

用
↓
植
栽
↓
育
成
」
と
い
う
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
確
立
し
、
雇
用
機

会
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ハ
ダ
は
生
薬
原
料
以
外
に
も
、そ

の
花
が
ハ
チ
ミ
ツ
の
蜜
源
と
し
て
有
用

で
あ
り
、
薬
木
植
栽
地
の
地
表
に
カ
ナ

ダ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
最
高
級
と
い

わ
れ
る
ハ
チ
ミ
ツ
の
蜜
源
で
あ
る
ク
ロ
ー

バ
ー
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、ハ
チ
ミ
ツ
の

採
取
地
と
し
て
空
間
の
有
効
活
用
も

図
り
、ハ
チ
ミ
ツ
を
活
用
し
た
特
産
品

の
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、夕
張
市
の
森
林
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
産
生
薬
原
料
の

生
産
拡
大
に
寄
与
す
る
た
め
、カ
ラ
マ

ツ
の
お
が
く
ず
を
原
料
と
し
た
菌
床

栽
培
に
よ
り
キ
ノ
コ
の
一
種
で
あ
り
ま

す
ブ
ク
リ
ョ
ウ
の
実
証
試
験
栽
培
を
行

う
農
業
法
人
と
の
広
域
連
携
も
図
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
夕
張
の
未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、地
域
の
未
来

を
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成

を
、
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
高
校
ま
で

連
携
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、外
と

の
交
流
に
よ
る
「
知
恵
」
の
習
得
や
地

域
外
と
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　

夕
張
市
教
育
大
綱
の
基
本
理
念
で

あ
る
、「
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）に
誇
り
を

持
ち
、共
に
支
え
あ
い
、未
来
に
向
か
っ

　

夕
張
市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
「
夕
張

メ
ロ
ン
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
産
地
力
強

化
の
た
め
の
新
設
ハ
ウ
ス
設
置
や
老
朽

化
し
た
ハ
ウ
ス
施
設
の
更
新
、
農
業
生

産
力
維
持
の
た
め
の
客
土
や
暗
渠
排

水
な
ど
の
小
規
模
基
盤
整
備
の
支
援

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、高
齢

化
や
離
農
に
よ
る
生
産
規
模
の
縮
小
、

　

夕
張
市
で
は
、
漢
方
薬
と
し
て
の
利

用
が
見
込
ま
れ
る
薬
木
の
キ
ハ
ダ
と
ホ

オ
ノ
キ
を
新
た
な
地
域
産
業
資
源
と

し
て
位
置
づ
け
、カ
ラ
マ
ツ
伐
採
跡
地
に

植
栽
す
る
事
業
を
平
成
27
年
度
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
広
く
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て
夢
や
希
望
に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち

を
育
む
」「
市
民
生
活
が
心
豊
か
な
も

の
と
な
る
よ
う
身
近
に
文
化
の
風
が
感

じ
ら
れ
る
『
夕
張
文
化
』の
創
造
と
発

展
を
期
す
」の
基
、児
童
・
生
徒
が
自
ら

の
故
郷
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
内
の
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た

ス
キ
ー
教
室
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
授
業
等
を
実
施
し
、
地
域
が

持
つ
魅
力
や
資
源
を
学
び
、
児
童
・
生

徒
が
自
ら
そ
れ
を
語
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
生
の
漢
字
検
定
や
英
語
検
定

受
験
費
用
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
政
策
で
あ
る
と
と
も
に
、
北
海
道

教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
強
化
し
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
、さ
ら
な
る
魅
力
化
に
向
け
検
討

を
行
い
、
実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
具
体

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
た
「
夕

張
市
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で

は
、「
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ゆ
う
ば
り
」
実
現
の
た

め
、
各
地
域
内
で
施
設
・
住
居
等
を
集

約
す
る
と
と
も
に
、清
水
沢
地
区
に
都

市
拠
点
を
形
成
、
交
通
結
節
点
機
能

を
持
っ
た
拠
点
施
設
を
建
設
し
、
効
率

化
し
た
交
通
体
系
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を

結
ぶ
こ
と
が
都
市
計
画
の
基
本
方
針

と
し
て
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

方
針
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、具
体
的
な

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

拠
点
複
合
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
か
ら
市
民
を
交
え
た
拠
点
複
合
施

設
検
討
チ
ー
ム
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、庁
内
の
関
係
部
局
を
集
め
た
庁
内

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
ど
の
よ
う

な
施
設
に
し
た
い
か
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
検
討
結
果
を
受
け
、
基
本
的
な

方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
設
計
の
指

針
と
す
る
た
め
基
本
計
画
の
取
り
ま

と
め
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
29
年
度
は
、基
本
計
画
を
受

け
て
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を

行
い
、
建
設
工
事
に
向
け
て
準
備
を
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
は
、拠
点
複
合
施
設

で
は
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
低

下
が
課
題
で
あ
る
た
め
「
学
習
の
習
慣

化
」
、バ
ス
通
学
や
自
家
用
車
で
の
送
迎

な
ど
に
よ
る
「
歩
く
機
会
の
減
少
」
や

学
校
の
体
育
以
外
で
「
運
動
す
る
機
会

が
な
い
」
な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、

学
習
・
運
動
の
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」
を

目
標
と
し
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
そ
の
成
果

の
見
え
る
化
」
を
目
指
し
て
、
数
値
目

標
を
設
け
て
自
己
達
成
感
を
育
む
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
幼

児
を
抱
え
る
お
母
さ
ん
た
ち
が
使
い
や

す
く
、居
心
地
の
い
い
空
間
、環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

に
よ
り
施
設
へ
来
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
行
い
、子
育
て
世
代
同
士
・
多
世
代
で

の
交
流
や
情
報
交
換
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

管
理
運
営
体
制
と
し
て
は
、既
存
の

体
制
を
活
か
し
つ
つ
、
人
材
の
シ
ェ
ア
な

ど
で
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
先
に
述
べ
た
新
た
な
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、地
域
の
人
材
等
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、そ
の

活
用
・
調
整
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
立
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健

施
設
夕
張
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

清
水
沢
地
区
に
お
い
て
平
成
34
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
基
本
構
想
・

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

夕
張
高
校
の
魅
力
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
28
年
度
よ
り
生
徒
が
資
格
を

取
得
す
る
際
の
支
援
、
課
外
活
動
等

活
動
費
へ
の
支
援
な
ど
夕
張
高
校
魅

力
化
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
が
、本
年

度
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

夕
張
高
校
の
魅
力
化
は
、市
全
体
が

　

ま
た
、平
成
29
年
４
月
か
ら
新
た
な

指
定
管
理
者
が
指
定
管
理
を
始
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、在
宅
医
療
の

み
な
ら
ず
介
護
も
含
め
た
地
域
包
括

ケ
ア
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、へ
き
地
診
療
所
と
し
て
、
救
急
医

療
を
は
じ
め
、診
療
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
う
え
で
、
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ

り
、
住
宅
、
都
市
拠
点
整
備
等
の
政
策

と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

〇
地
域
公
共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
様
々
な
交
通
資
源
を
効
率
的
に
組

み
合
わ
せ
て
小
・
中
・
高
の
児
童
・
生
徒

の
輸
送
を
第
一
に
市
民
の
足
を
確
保
す

る
。

②
南
北
軸
を
幹
線
と
し
て
、
移
動
実

態
に
合
わ
せ
た
運
行
と
す
る
。

③
南
部
、
真
谷
地
、
楓
・
登
川
、
滝
の
上

地
区
は
支
線
と
し
、南
北
軸
上
で
南
北

軸
幹
線
と
接
続
さ
せ
る
。

④
「
都
市
間
幹
線
」
は
若
菜
、
清
水
沢

交
通
結
節
点
で
南
北
軸
幹
線
及
び
支

線
と
接
続
さ
せ
る
。

⑤
小
規
模
輸
送
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
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行
政
執
行
体
制
の
見
直
し

平
成
29
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

総
合
戦
略
別
の
経
費

特
別
会
計

む
す
び
に

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
こ
と
を

見
据
え
、
医
療
費
の
適
正
化
を
よ
り
一

層
推
進
し
、
引
き
続
き
収
納
率
向
上

対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、収
支
の
均
衡

に
努
め
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

公
共
下
水
道
事
業
会
計

　

従
前
同
様
、
施
設
・
設
備
等
の
長
寿

命
化
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、歳

入
の
確
保
と
一
般
会
計
か
ら
の
計
画
的

繰
入
に
よ
り
、
経
営
健
全
化
に
一
層
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
会
計

　

平
成
26
年
度
に
作
成
し
た
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を
対
象

と
す
る
「
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
に
基
づ
き
、
計
画
の
円
滑
な
実
施

を
基
本
と
し
て
、介
護
保
険
制
度
の
安

定
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
29
年
度
市
政
執
行
方

針
と
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
し
た
。

　

「
地
域
の
再
生
な
く
し
て
、
財
政
の

健
全
化
な
し
」
。
私
は
幾
度
と
な
く
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　

財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
、実
質
的
に
財
政
再
生
団
体

か
ら
脱
却
す
る
新
た
な
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で

本
当
に
大
変
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
我
が
国
に
お
い
て
誰
も
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
困
難
な
状
況
の

中
、一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
真
剣
に
向
き

合
い
、そ
れ
を
乗
り
越
え
こ
こ
ま
で
辿

　

地
域
の
再
生
を
加
速
し
て
い
く
上

で
、そ
の
牽
引
役
を
担
う
の
は
い
う
ま

で
も
な
く
職
員
で
す
。

　

し
か
し
、そ
の
体
制
が
脆
弱
な
も
の

で
は
地
域
の
再
生
は
も
と
よ
り
、
安
定

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
す
ら
も
困

難
と
な
り
ま
す
。

　

財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
見
直
し

に
お
い
て
職
員
の
処
遇
改
善
を
行
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
財
政
再
生
計
画
の
終

了
を
見
据
え
、派
遣
職
員
に
頼
ら
な
い

行
政
体
制
を
１
年
で
も
早
く
整
備
す

る
た
め
、努
力
し
て
い
き
ま
す
。

◆
『
若
者
の
定
住
と
子
育
て
支
援
』
に

関
す
る
経
費

　

民
間
低
家
賃
住
宅
建
設
に
対
す
る

助
成
や
、
認
定
子
ど
も
園
の
基
本
設

計
、２
子
目
以
降
の
保
育
料
の
無
料

化
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
中

学
生
ま
で
拡
大
す
る
経
費
な
ど
。

◆
『
新
た
な
人
の
流
れ
・
交
流
人
口
の

創
出
』
に
関
す
る
経
費

　

石
炭
博
物
館
本
体
の
大
規
模
改
修

や
、体
育
施
設
の
総
合
的
な
管
理
に
基

づ
く
合
宿
誘
致
を
行
う
経
費
な
ど
。

◆
『
地
域
資
源
を
活
用
し
た
働
く
場

づ
く
り
』
に
関
す
る
経
費

　

夕
張
メ
ロ
ン
の
安
定
生
産
に
向
け
た

基
盤
整
備
や
、
市
有
林
を
活
用
し
薬

木
産
地
化
を
図
る
た
め
の
経
費
な
ど
。

◆
『
夕
張
の
未
来
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
関
す
る
経
費

　

小
中
学
生
の
学
習
意
欲
向
上
に
資

す
る
事
業
や
、夕
張
高
校
存
続
に
向
け

た
魅
力
化
増
進
を
図
る
た
め
の
経
費

な
ど
。

◆
『
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
』
に
関

す
る
経
費

　

拠
点
複
合
施
設
の
実
施
設
計
や
、

市
立
診
療
所
建
替
え
の
基
本
計
画
の

策
定
、デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
持
続
可
能

な
交
通
体
系
に
資
す
る
経
費
な
ど

を
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
り
適
正
化
を

図
り
つ
つ
、円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め
、

市
民
の
安
全
安
心
と
地
域
の
再
生
が
一

層
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
な
見
直

し
に
あ
た
り
、多
く
の
政
策
的
経
費
を

計
画
期
間
内
に
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
う
ち
で
き
る
だ
け

多
く
の
事
業
を
計
上
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
様
が
地
域
再
生
の
動
き
を
実

感
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
着
実
に
財
政
再
建
を
推
進

す
る
た
め
、
経
費
全
般
に
わ
た
っ
て
適

正
化
を
図
る
こ
と
で
、
財
政
の
再
建
と

地
域
の
再
生
の
両
立
が
叶
う
よ
う
編

成
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

　

運
営
実
施
主
体
が
北
海
道
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、事
業
の
円
滑
な
実
施
を
基
本
と
し

つ
つ
、
制
度
改
正
な
ど
に
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
広
域
連
合
と
も
さ
ら
に

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

　

既
に
実
施
し
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

よ
り
、平
成
28
年
度
に
更
新
し
た
浄
水

場
な
ど
の
維
持
管
理
と
、そ
の
後
に
お

け
る
設
備
機
器
な
ど
の
更
新
を
行
い
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、安

全
で
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交
通
事
業
体
を
育
成
し
、
交
通
体
系

を
充
実
さ
せ
る
。

　

以
上
５
つ
を
基
本
的
な
考
え
方
と

し
、
補
て
ん
型
の
交
通
か
ら
利
用
実
態

に
合
っ
た
効
率
的
な
地
域
で
育
て
る
利

用
型
へ
と
転
換
し
、
様
々
な
政
策
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、持
続
可
能
な
交
通

体
系
の
構
築
を
目
指
す
べ
く
、施
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

◆
住
民
負
担
の
軽
減

　

市
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で

歳
入
増
加
の
た
め
標
準
税
率
を
超
過

し
た
税
率
を
課
し
て
き
ま
し
た
が
、こ

の
た
び
の
財
政
再
生
計
画
の
見
直
し
に

お
い
て
、個
人
市
民
税
や
軽
自
動
車
税

の
税
率
の
見
直
し
を
行
い
、
住
民
の
皆

様
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
の
安
定
的
な
行
政
運
営

の
た
め
に
は
、
人
材
の
確
保
と
同
時
に

人
材
の
育
成
も
大
変
重
要
で
す
。

　

様
々
な
研
修
参
加
な
ど
を
通
し
て
、

職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
再
認

識
さ
せ
る
と
と
も
に
、ス
キ
ル
の
継
承

と
向
上
を
目
標
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
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教
育
行
政
の
基
本
姿
勢

教
育
行
政
執
行
方
針

重
点
施
策
の
推
進

確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
教
育
は
一
朝
一
夕

　

夕
張
市
は
財
政
難
、
人
口
減
少
、
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
な
ど
途
切
れ
る

こ
と
な
く
「
課
題
」
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
を
で
き
な
い

理
由
と
す
る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で
市

民
が
努
力
し
挑
戦
し
て
築
き
上
げ
た

礎
を
大
切
に
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
未

来
に
夢
や
希
望
を
も
ち
、
故
郷
（
ふ
る

さ
と
）に
誇
り
を
も
て
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯

に
わ
た
り
健
康
を
考
え
、ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
に
親
し
み
、
生
き
が
い
を
感
じ
る

豊
か
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
た
め
、学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が

連
携
し
、協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

以
上
を
鑑
み
、夕
張
市
教
育
大
綱
の

基
本
目
標
に
基
づ
き
、平
成
29
年
度
で

取
り
組
む
重
点
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

夕
張
市
は
国
や
北
海
道
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、夕
張
市
民
の
夢

や
希
望
を
も
っ
て
本
市
の
地
域
社
会
を

形
成
す
る
た
め
、
市
民
が
一
体
と
な
り

「
夕
張
市
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地

方
版
総
合
戦
略
」

で
成
し
う
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
あ
る
教
育
の
維
持
は
最
低
限
必
要

な
こ
と
で
す
が
、こ
れ
に
満
足
し
立
ち

止
ま
っ
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
数
年
後

に
は
、
市
民
全
て
の
み
な
さ
ま
の
教
育

環
境
水
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
向
か
っ
て
、

根
気
強
く
種
を
ま
き
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

私
は
、ゼ
ロ
歳
児
か
ら
高
校
、
高
等

養
護
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
幼
保
、

小
中
学
校
、高
校
、高
等
養
護
学
校
が

連
携
を
図
り
、夕
張
市
の
教
育
大
綱
の

実
現
を
「
実
感
」
す
る
こ
と
の
で
き
る

取
り
組
み
を
着
実
に
、
か
つ
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
実
行
す
る
こ
と
が
、今
、求

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、そ
の
た

め
に
も
、
様
々
な
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
教
育
素
材
の
す
そ
野
を
広
げ
、
教

育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

前
職
で
は
学
校
ビ
ジ
ョ
ン
や
地
域
の

思
い
、
保
護
者
や
生
徒
の
願
い
が
叶
え

ら
れ
ず
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
き
ら

め
感
が
た
だ
よ
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ

を
変
え
た
の
は
保
護
者
の
熱
意
で
し

た
。
幾
度
と
な
く
学
校
の
理
想
像
を

議
論
し
、た
ど
り
着
い
た
の
は
「
学
力
の

向
上
」「
部
活
動
の
活
性
化
」で
し
た
。

　

学
校
が
行
う
こ
と
、保
護
者
が
や
れ

る
こ
と
、行
政
に
お
願
い
す
る
こ
と
の
３

つ
に
区
分
け
し
、平
成
27
年
度
は
実
行

に
移
す
た
め
の
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

　

同
じ
こ
ろ
、夕
張
市
は
夕
張
高
校
魅

力
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、そ
の
グ
ル
ー
プ
と
学
校
・
保
護
者
が

多
く
の
議
論
を
交
わ
し
た
結
果
、夕
張

高
校
支
援
の
予
算
化
に
繋
げ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
保
護
者
の
思
い
が
、行
政
を

動
か
し
た
の
で
す
。
小
さ
な
力
が
大
き

な
波
を
引
き
起
こ
す
画
期
的
な
取
組

で
し
た
。
こ
の
成
功
体
験
は
、や
ら
な
い

で
い
る
こ
と
の
無
力
さ
を
知
り
、
逆
に

や
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
の

有
益
性
を
強
く
感
じ
た
出
来
事
で
し

た
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
が
執
行
さ
れ
、

生
徒
の
活
動
は
顕
著
と
な
っ
て
現
れ
ま

し
た
。
保
護
者
の
主
催
事
業
も
実
施

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
は
躍
動
感
に

溢
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、私
た
ち
は
夕
張
に
住
む
子
ど
も

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
市
民
全
員

が
真
剣
に
考
え
る
時
を
迎
え
た
と
思
っ

　

子
ど
も
た
ち
が
変
化
の
激
し
い
社

会
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
は
、
基
礎
的
な

知
識
・
技
能
と
、
課
題
を
解
決
す
る
の

に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

及
び
創
造
力
を
高
め
育
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
義
務
教
育
に
お
い
て
は
、特
に

「
学
力
の
向
上
」
と
「
体
力
の
向
上
」
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
充
実
」
を
図
り
、
主
要
教
科
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
を
推
進

し
、
教
科
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
工

夫
を
し
ま
す
。

り
着
き
ま
し
た
。
こ
の
唯
一
無
二
の
経
験

が
あ
れ
ば
、こ
の
先
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ

て
も
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。

　

財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
を
両

立
さ
せ
、
夕
張
の
再
生
を
一
日
で
も
早

く
成
し
遂
げ
る
た
め
引
き
続
き
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
及
び
市
民
の
皆
様
に
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
市
政
執
行
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

夕
張
市
教
育
委
員
会
は
、
総
合
戦

略
と
の
整
合
性
を
図
り
、教
育
に
携
わ

る
す
べ
て
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
果

た
す
べ
き
役
割
と
責
務
を
自
覚
し
、教

育
の
役
割
が
果
た
す
目
標
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

一
部
の
人
だ
け
が
思
い
、活
動
し
て
も

全
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
さ
に
夕
張
市
は
今
、大
変
革
期
を

迎
え
て
お
り
、こ
の
機
を
逃
す
と
大
き

な
損
失
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
地
域

住
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
臨
み
、目
の
前

の
問
題
に
目
を
背
け
ず
行
動
を
と
も

に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
夕
張
の
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
に
向
か
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
生
き
ぬ
く
た
め
に
、
確
か

な
学
力
と
体
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、市

民
の
み
な
さ
ん
に
は
お
力
添
え
を
い
た

だ
く
よ
う
、
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

健
や
か
な
心
身
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
尊
重
し
合

い
、礼
儀
正
し
く
協
調
性
の
あ
る
人
間

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
推
進
の

た
め
、教
職
員
の
資
質
向
上
や
健
康
管

理
に
も
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
連
携
し
、迅

速
か
つ
チ
ー
ム
で
対
応
し
、
ま
た
、
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
充
実
に
向
け

た
各
種
教
室
の
開
催
と
保
護
者
向
け

啓
発
資
料
な
ど
を
通
じ
、
学
校
・
家
庭

の
連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年

度
に
小
学
校
、
平
成
31
年
度
に
中
学

校
で
特
別
な
教
科
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
道
徳
の

指
導
方
法
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催

や
、道
徳
教
育
用
教
材
の
積
極
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
予
防
的
見

地
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
含
む
感
染

症
や
食
中
毒
、う
歯
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。
医
療
・
保
健
所

等
と
の
す
み
や
か
な
連
携
を
図
り
、安

全
で
元
気
に
学
校
生
活
が
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

食
育
教
育
に
つ
い
て
は
、
食
を
通
じ

て
地
域
を
理
解
し
、
食
文
化
の
継
承
、

自
然
の
恵
み
や
勤
労
の
大
切
さ
を
育

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
は
、「
夕

張
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち

を
守
り
育
む
意
識
を
高
め
て
い
き
ま

す
。
特
に
、
学
校
関
係
者
や
道
路
管
理

者
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
危
険

個
所
の
情
報
収
集
と
対
策
に
つ
い
て
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
で
逞
し
い
身
体
づ
く
り
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
充
実
に
加
え
、

計
画
的
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
重
要
で

す
。

　

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
ま
ち
・
夕

張
」の
推
進
に
向
け
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
招
聘
・
育
成
並
び
に
関
連
施
設
の
活

性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
、指
定
管
理
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
文
化
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
平
和
運
動
公
園
、
清

水
沢
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、利
用
者
の
利

便
性
及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
観
点
か

ら
、指
定
管
理
者
と
と
も
に
効
果
的
な

運
営
に
向
け
た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

す
で
に
指
定
管
理
に
よ
る
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
市
民
健
康
会
館
、
市
営

球
場
、
紅
葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
連
携
を
図
り
、ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
係
る
運

営
の
円
滑
化
と
利
用
促
進
を
一
層
図
っ

て
い
き
ま
す
。
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、い
つ
で
も
、

　

ま
た
、
遠
隔
機
能
を
設
け
た
学
習

支
援
な
ど
、学
習
塾
な
ど
民
間
独
自
の

学
習
機
能
を
活
用
し
、学
力
向
上
に
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
、幼
稚
園
か

ら
高
等
学
校
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
を

維
持
し
、特
色
あ
る
教
育
活
動
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
32
年
度
よ
り
小
学
生
は
英
語

が
教
科
化
と
な
る
た
め
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活

用
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、英
語
教
育

の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、地
域
資
源
で
あ
る
人
材
活

用
を
す
す
め
て
、教
育
現
場
の
負
担
軽

減
と
、ゆ
と
り
あ
る
教
育
活
動
に
つ
な

げ
、一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
へ
の
き
め

細
か
な
指
導
と
支
援
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

幼
小
中
高
特
の
教
育
機
関
と
地
域

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
同
し

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
一
層

推
進
す
る
た
め
、既
存
の
小
中
学
校
サ

ポ
ー
ト
会
議
及
び
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
を
基
盤
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
）導
入
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
夕
張
高
等
学
校
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
夕
張
市
高
等
学
校
対
策
委

員
会
と
協
議
を
重
ね
、「
夕
張
高
校
魅

力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
整
合
性
を
図

り
つ
つ
、
夕
張
高
校
魅
力
化
推
進
事
業

の
推
進
と
将
来
に
向
け
た
人
材
育
成

に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
理
念
を
踏

ま
え
、特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
活
用

に
よ
り
、一
人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
や
支
援
を
図
る
た
め
の
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

体
力
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
高
等
教
育
機
関
の
専
門

性
を
活
用
し
、
幼
小
中
高
等
学
校
が
一

貫
し
て
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
習

環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
校

舎
の
長
寿
命
化
と
安
全
対
策
の
た
め

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
教

職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
向
け
た

研
修
会
等
の
開
催
、及
び
校
外
で
開
催

さ
れ
る
研
修
会
へ
の
参
加
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
に
よ
る
体
罰
や
わ
い
せ
つ
行

為
、
飲
酒
・
酒
気
帯
び
運
転
な
ど
不
祥

事
根
絶
に
努
め
、市
民
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、

教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
活
用
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
等
に
向
け
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
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人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
の
推
進

む
す
び
に

　

市
民
が
潤
い
あ
る
生
活
を
送
る
と

と
も
に
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
生
涯
学
習
活
動
を

通
じ
、そ
の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
す
。

　

平
成
31
年
度
完
成
予
定
の
複
合
施

設
は
、
子
育
て
支
援
・
社
会
教
育
の
拠

点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、

拠
点
施
設
に
係
る
ソ
フ
ト
事
業
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
、学
習
機
会
を
提
供
す
る
「
人
材

バ
ン
ク
」
の
整
備
が
重
要
で
す
。
個
人
・

活
動
団
体
に
係
る
指
導
可
能
な
領
域

を
調
査
し
、
北
海
道
の
人
材
バ
ン
ク
と

の
連
携
を
図
り
、社
会
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ

た
夕
張
岳
に
係
る
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
管

理
者
、
歴
史
建
造
物
や
資
料
を
守
る

市
民
団
体
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
推

進
し
、啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

「
夕
張
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
世
代
の
現

状
や
課
題
等
を
把
握
し
、児
童
遊
園
の

整
備
等
を
含
む
、よ
り
良
い
子
育
て
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
学
校
を
主
と
す
る
郷
土
学
習

に
つ
い
て
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
の
「
地

域
資
料
室
」
、
夕
張
中
学
校
の
「
ゆ
う

ば
り
歴
史
・
教
育
資
料
室
」
を
市
民
に

広
く
公
開
し
、炭
鉱
の
歴
史
な
ど
を
学

ぶ
機
会
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
科
副
読
本
「
ゆ
う
ば

り
」
を
活
用
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時

間
も
充
実
さ
せ
、
特
色
あ
る
地
域
学

習
の
推
進
に
努
め
、
子
ど
も
の
郷
土
愛

と
豊
か
な
創
造
性
の
育
成
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、蔵
書
の

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
貸
出
業

務
、
読
み
聞
か
せ
活
動
、
巡
回
文
庫
及

び
図
書
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　

ま
た
、清
水
沢
地
区
公
民
館
で
の
貸

し
出
し
に
つ
い
て
は
、道
立
図
書
館
と
の

連
携
を
図
り
、今
ま
で
以
上
に
図
書
の
拡

大
と
利
便
性
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

夕
張
市
石
炭
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
来

館
者
数
の
増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
内
市
外
の
来
館
者
ニ
ー
ズ
に
可
能
な

限
り
応
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、文
化
の
発
展
と
市
民
の
教
育

に
寄
与
す
る
た
め
、本
館
の
改
修
を
実

施
し
、博
物
館
の
継
続
的
な
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

夕
張
市
民
は
様
々
な
困
難
を
乗
り

越
え
、平
成
29
年
度
か
ら
新
た
な
出
発

を
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
民
が
生
活
の

中
で
よ
り
多
く
の
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
、
様
々
な
学
習
機
会
が
得
ら

れ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
で
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」「
生
き
が
い

を
感
じ
る
ま
ち
」の
意
識
を
意
欲
的
に

高
め
て
い
き
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、将
来
に
向
け
て
種

を
ま
く
環
境
づ
く
り
に
、誠
心
誠
意
尽

力
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
並
び
に
市
議
会
議

員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支

援
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

設
計
策
定
の
た
め
関
係
機
関
と
の
協

議
を
推
進
し
、円
滑
に
開
設
移
行
す
る

た
め
の
準
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ど
こ
で
も
、だ
れ
も
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
が
可
能
と
な
る
た
め
、体

育
協
会
・
文
化
協
会
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
市
民
の
健
康
維
持
・
促
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
少
年
団
活
動
と

中
学
校
の
部
活
動
の
活
性
化
及
び
夕

張
高
校
の
部
活
動
と
の
連
携
を
一
層
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

部
活
動
指
導
者
は
活
動
の
活
性
化

に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

部
活
動
指
導
者
の
配
置
及
び
外
部
指

導
者
の
招
聘
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
夕
張
高
等
学
校
魅
力
化
推

進
に
関
連
し
、部
活
動
に
係
る
指
導
者

連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、夕
張
高
等

学
校
体
育
館
・
格
技
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
、施
設
の
有
効
活
用
に
も
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

　

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
を
中

心
に
、夕
張
市
は
素
晴
ら
し
い
教
育
環

境
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
で
は
、ス
キ
ー
授
業
を
体
育
の

授
業
等
に
取
り
入
れ
て
お
り
、今
後
も

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
用
、魅
力

あ
る
教
育
課
程
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、「
も
も
倶

楽
部
（
高
齢
者
学
級
）
」
の
開
設
に
伴

い
、道
民
カ
レ
ッ
ジ
等
の
連
携
で
講
座
を

充
実
し
、一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
が

参
加
し
て
、
生
き
が
い
や
健
康
増
進
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
基
本
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拠点複合施設についての庁内ワークショップの結果

本市の課題解決とまちの「にぎわい」をつくることを目的とした拠点複合施設建設に向けて基本計画の策

定作業を行っていますが、その中で市が検討しなければならない課題があります。

これらの課題を拠点複合施設でどのように解決していくのかを検討するため、市関係課のメンバーが横断

的に検討するため庁内ワークショップを実施しました。

具体的には

本市の拠点複合施設建設事業推進の背景と課題には次のようなものがあります。

◯　広い市内の小中学校の１校化 ◯　放課後の遊び場

◯　学校外の学習の場 ◯　幼児親子の居場所　

●幼児を連れて遊べる施設が少ない

●幼児親子に配慮した設備機能がない

●学習の習慣化

●学校の体育以外で運動する機会が少

ない

●バス通学による歩く機会の減少

●自己肯定感を育む

その結果、拠点複合施設で

・学習・スポーツをやりたくなるきっかけづくりを行う。

・「チャレンジとその成果の見える化」を目指した事業を行い、自己達成感を育む。

・幼児親子に対して居心地のいい空間や環境づくりを目指すとともに、イベント開催な

どを通じて施設へ行きやすいきっかけづくりを行い、子育て世代同士・多世代での交

流や情報交換を促進する。

・事業実施にあたり市は、地域の人材等を積極的に活用することを目標とし、その活用・

調整する体制づくりを行う。

という方針をつくりました。

今後は、これらの方針実現に向けて具体的な検討をしていきます。

【教育、子ども子育て】

問合せ先

市まちづくり企画室　☎ 52-3141

市が認識している課題

教育・スポーツ（体力）の課題 子ども子育ての課題
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日　　時 場　　　所 受 付 時 間

４月17日（月） 市民研修センター１階　　　　　（南支所）

４月18日（火） 老 人 福 祉 会 館 　 　 　 　 　 （ 若 菜 ）

４月19日（水） 農業研修センター　　　　　　（沼ノ沢）

４月20日（木） 紅葉山会館

４月21日（金） 南部コミュニティセンター

４月22日（土） 市民研修センター１階（南支所）   ※休日窓口

午前１０時～午後４時

平成26年４月の消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所

得の低い方に対して、暫定的・臨時的な措置として、平成29年４月から

平成31年９月までの２年半分の臨時福祉給付金（経済対策分）を支給

します。

支給対象になると思われる世帯には、４月14日（金）以降、申請書類

をお送りします。

給付金の支給要件を満たすと思われる方で、４月17日（月）までに申

請書類が届かない場合は、問い合わせ先へ連絡してください。

次のいずれかの方法で申請書と必要な確認書類（本人確認書類など）を添付のうえ、提出してください。
①返信用封筒に入れて郵送　　②受付窓口へ持参
※窓口での申請は、お待ちいただくことがありますので、①による申請にご協力をお願いします。

申請内容に不明な点があった場合、市から問い合わせを行うこともありますが、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作
をお願いすることや、支給のための手数料などの振込を求めることは、絶対にありません。

もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに市の担当又は警察に連絡してください。

4月17日（月）から申請受付開始

「臨時福祉給付金（経済対策分）」

対
象
に
な
る
と

  
思
わ
れ
る
世
帯
に

   
申
請
書
が
届
き
ま
す

◎申請受付期間：４月17日（月）から７月18日（火）まで

保健福祉課 生活福祉係　(市役所２階９番)　☎52－1059

※受付時間：午前８時45分～午後５時30分（土日・祝日を除く）

◆通常窓口（問い合わせ先）

◆臨時窓口を開設します

よくある質問Ｑ＆Ａ

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください

○支給対象者

①平成28年１月１日（基準日）時点で、夕張市に住民登録がある方。

②平成28年度分の市民税（均等割）が課税されていない方。

ただし、市民税（均等割）が課税されている方の扶養親族等や、生活保護を受けている方等は支給対象外です。

※扶養親族等とは、税法上の控除対象配偶者、配偶者特別控除における配偶者、扶養親族（16歳未満の年少者は

扶養控除の対象にはなりませんが、扶養親族に含みます。）、青色事業専従者及び白色事業専従者をいいます。

○支給額　　

支給対象者１人につき　15,000円（１回限り）

Ｑ

Ａ

引越した場合は給付金の申請はどうなりますか？

平成28年１月１日に住民登録がある市区町村から支
給されます。具体的な手続きは申請先の市区町村に
問い合わせください。

Ｑ

Ａ

申請書を提出してからどのくらいで
　　　　　　　　　給付金が振り込まれますか？
審査結果については、郵送でお知らせしますが、申請
書を受理した日から振込までにおよそ１ヶ月から１ヶ
月半程度かかります。
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平成29年度夕張市当初予算

■一般会計予算 103億7,641万2千円

※市民1人あたりの予算額は各年2月末住民基本台帳人口で割ったもの(住民基本台帳法の改正により平成25年2月末数値から外国人住民を含む）

■歳入歳出款別予算

区　　分
 1 市 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地方消費税交付金
 4 地 方 交 付 税
 5 分 担 金 負 担 金
 6 使 用 料 手 数 料
 7 国 庫 支 出 金
 8 道 支 出 金
 9 財 産 収 入
10 繰 入 金
11 諸 収 入
12 市 債
13 そ の 他

 1 議 会 費
 2 総 務 費
 3 民 生 費
 4 衛 生 費
 5 農 林 業 費
 6 商 工 費
 7 土 木 費
 8 消 防 費
 9 教 育 費
10 公 債 費
11 諸 支 出 金
12 予 備 費

合　　計
自 主 財 源
依 存 財 源

平成 29 年度
897,036

57,164

188,830

4,964,290

36,110

563,327

1,358,981

548,688

69,957

249,883

66,019

1,101,572

274,555

10,376,412

2,144,198

8,232,214

平成 28 年度
798,636

57,416

200,273

4,411,244

40,359

586,965

1,357,612

677,667

73,136

1,389,478

69,776

1,419,009

18,345

11,099,916

2,960,352

8,139,564

増減額
98,400

△ 252

△ 11,443

553,046

△ 4,249

△ 23,638

1,369

△ 128,979

△ 3,179

△ 1,139,595

△ 3,757

△ 317,437

256,210

△ 723,504

△ 816,154

92,650

【歳入】 （単位：千円）

区　　分

合　　計

平成 29 年度
52,633

1,100,515

2,488,501

611,357

145,195

26,339

1,342,173

405,917

869,363

3,323,010

1,409

10,000

10,376,412

6,575,080

3,801,332

平成 28 年度
51,412

893,628

2,419,760

1,361,657

113,971

435,044

1,258,543

347,696

534,277

3,672,519

1,409

10,000

11,099,916

7,133,062

3,966,854

増減額
1,221

206,887

68,741

△ 750,300

31,224

△ 408,705

83,630

58,221

335,086

△ 349,509

0

0

△ 723,504

△ 557,982

△ 165,522

【歳出】 （単位：千円）

平成29年度歳入構成比率

平成29年度当初予算が3月22日定例市議会で議決されました。本予算は、3月7日に総務大臣の同意を得た

財政再生計画に基づき編成しました。その概要についてお知らせします。

○平成29年度予算は、財政再生計画の実質8年目で財政再建計画からは通算実質11年目となります。

○一般会計当初予算規模は、103億7,641万2千円で、前年度比7億2,350万4千円、6.5％の減となりました。

○これまでの財政再生計画登載の事業に加え、新たに住民生活と地域再生の取組みに真に必要な事業を追加しました。

○新規事業の追加にあたっては、「夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略」に基づき、「若者の定住と子育て支援」、「新た

な人の流れ・交流人口の創出」、「地域資源を活用した働く場づくり」、「夕張の未来を創るプロジェクト」、「持続可能なまちづく

り」の５つ柱の具体的な取組みとなる事業を計上しました。

財

源

一 般 財 源
特 定 財 源

財

源

平成29年度歳出構成比率

市税

8.6%

地方譲与税

0.6%

地方消費税交付金

1.8%

地方交付税

47.9%

分担金

負担金

0.4%

使用料

手数料

5.4%

国庫支出金

13.1%

道支出金

5.3%

財産収入

0.7%

繰入金

2.4%

諸収入

0.6%

市債

10.6%

その他

2.6%

地方交付税への依存が高く、市税な

どの自主財源比率は20.7％と他都

市に比べ非常に低くなっています

再生振替特例債の元利償還金の影響により公債費

の割合が高くなっています

議会費

0.5%

総務費

10.6%

民生費

24.0%

衛生費
5.9%

農林業費

1.4%

商工費
0.3%

土木費
12.9%

消防費
3.9%

教育費

8.4%

公債費

32.0%

諸支出金

0.0%

予備費

0.1%
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※「平成29年度計画」額とは、平成28年11月計画変更後のもの

区　　分
 1 地 方 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地 方 交 付 税
  普 通 交 付 税
  特 別 交 付 税
 4 国 道 支 出 金
  国 庫 支 出 金
  道 支 出 金
 5 繰 入 金
 6 地 方 債
 7 そ の 他
  地方消費税交付金
  分 担 金 負 担 金
  使 用 料 手 数 料
  財 産 収 入
  諸 収 入 ほ か

合　　計

平成 29 年度
897,036

57,164

4,964,290

3,280,966

1,683,324

1,907,669

1,358,981

548,688

249,883

1,101,572

1,198,798

188,830

36,110

563,327

69,957

340,574

10,376,412

平成29年度計画
918,347

71,196

4,427,676

2,948,624

1,479,052

1,058,903

660,114

398,789

79,949

36,200

927,041

97,474

49,985

639,751

47,896

91,935

7,519,312

増減額
△ 21,311

△ 14,032

536,614

332,342

204,272

848,766

698,867

149,899

169,934

1,065,372

271,757

91,356

△ 13,875

△ 76,424

22,061

248,639

2,857,100

【歳入】 （単位：千円）

区　　分
 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
  普 通 建 設 補 助
  普 通 建 設 単 独
  災 害 復 旧 補 助
  災 害 復 旧 単 独
 6 公 債 費
  起債元利償還金
  再生振替特例債
 7 繰 出 金
 8 そ の 他
  補 助 費 等
  積 立 金
  出資金・貸付金
  予 備 費

合　　計

平成 29 年度
1,072,194

977,112

496,064

1,499,106

1,439,748

773,750

665,998

0

0

3,323,010

764,561

2,558,449

884,158

685,020

343,178

330,402

1,440

10,000

10,376,412

平成29年度計画
958,473

551,755

353,691

1,193,363

65,244

32,827

32,417

0

0

3,313,673

755,224

2,558,449

786,610

296,503

116,732

166,891

2,880

10,000

7,519,312

増減額
113,721

425,357

142,373

305,743

1,374,504

740,923

633,581

0

0

9,337

9,337

0

97,548

388,517

226,446

163,511

△ 1,440

0

2,857,100

【歳出】 （単位：千円）

〈平成29年度構成比率〉

<平成29年度予算を家計に例えて見ると…>

■財政再生計画との比較

＜参考＞扶助費予算の推移

区　　分
 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
 6 公 債 費
 7 繰 出 金
 8 補 助 費 等
 9 積 立 金
10 出資金・貸付金
11 予 備 費

合　　計

平成 29 年度
1,072,194

977,112

496,064

1,499,106

1,439,748

3,323,010

884,158

343,178

330,402

1,440

10,000

10,376,412

平成 28 年度
1,004,513

849,631

406,688

1,505,825

1,132,092

3,672,519

987,432

1,352,598

177,178

1,440

10,000

11,099,916

増減額
67,681

127,481

89,376

△ 6,719

307,656

△ 349,509

△ 103,274

△ 1,009,420

153,224

0

0

△ 723,504

（単位：千円）

区　　分
 1 経 常 事 業
 2 臨 時 事 業
 3 特別会計繰出金
 4 人 件 費
 5 債 務 負 担 行 為
 6 公 債 費
 7 財調・減債基金積立金    
 8 予 備 費

合　　計

平成 29 年度
2,993,519

1,875,441

671,045

1,051,194

221,331

3,323,010

230,872

10,000

10,376,412

平成 28 年度
3,061,125

1,264,205

1,441,219

981,903

667,945

3,672,519

1,000

10,000

11,099,916

増減額
△ 67,606

611,236

△ 770,174

69,291

△ 446,614

△ 349,509

229,872

0

△ 723,504

（単位：千円）

※人件費の一部は臨時事業でカウント

■歳出性質別予算

■歳出所要経費別予算

・「経常事業」「人件費」　→　食費・家賃・光熱水費などの生活費
・「臨時事業」　→　住宅修繕・冠婚葬祭などの臨時費
・「特別会計繰出金」　→　子どもへの仕送り
・「債務負担行為」「公債費」　→　住宅・車などのローン返済
・「基金積立金」「予備費」　→　貯金

　として単純に置換えて表したのが右の円グラフです

＜28億5,710万円増額の計画変更について、3月1日の議決を経て3月7日に総務大臣の同意を得ました＞

上記の区分を

人件費
10.3%

物件費
9.4%

維持補修費
4.8%

扶助費
14.5%

建設事業費
13.9%

公債費
32.0%

繰出金
8.5%

補助費等　3.3%

積立金　3.2%

出資金・貸付金

0.0%

予備費　0.1%

生活費

78,000円

臨時費

36,200円

仕送り　12,900円

ローン返済

68,300円

貯金　4,600円

国・地方とも社会保障費の伸びが財政を圧迫しているといわれています。

社会保障は、年金・医療・介護・生活保護など多岐にわたる分野で私たちの

生活を支えています。そのようななか、一般会計に占める扶助費予算（生活

保護・障害者福祉・児童福祉など）について表したのが左図です。人口減少

と少子高齢化が進むなか、市民1人あたりの扶助費予算額は年々増加して

います。

再生振替特例債

の元利償還の影

響により公債費

の割合が高くな

っています

公債費のうち、約８割が再生

振替特例債の元利償還です

建設事業費のうち約

３割は市営住宅再編

事業によるものです

月　収

20万円
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平成29年度に実施する主な事業
＜財政再生計画の抜本的な見直しにあたり、平成27年度に策定した地方版総合戦略に基づき、市民生活や財政再

生計画終了後を見据えた地域再生の取組みのため真に必要な事業を追加しました。＞

区分・事業名 事業概要 事業費 科目名 備考

①若者の定住と子育て支援

認定こども園の整備

若年層・女性向け民間
低家賃住宅の建設促進

住宅取得やリフォーム
に対する助成

２子目以降の保育料の
無料化

中学生までの子どもの
医療費の無料化

ユーパロ幼稚園と保育協会が運営する清陵保育園
を統合し、認定こども園を新設するために、基本設
計などを行うもの。

若年層や女性のニーズに合った高品質・低家賃の民
間賃貸住宅の建設を促進するため、建設促進に必
要な助成を行うもの。

移住・定住を促進するため、新築住宅・中古住宅取
得、住宅リフォームに対して助成するもの。

子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、２子目
以降の保育料を無料化するもの。

子どもの医療費無料化の対象を「就学前児まで」か
ら「中学生まで」に拡大するもの。

4,243万9千円

4,800万円

1,975万円

320万円

358万円

民生費

総務費

総務費

民生費

民生費

新規

新規

新規

新規

新規

②新たな人の流れ・交流人口の創出

指定管理者による体育
施設の総合的な管理に
基づく合宿誘致

石炭博物館の改修

新規創業者や就業のた
めの資格取得者に対す
る助成

地域の担い手育成のた
めの研修などの支援

民間事業者などのノウハウを活用し、スポーツ合宿
誘致などにより交流人口の増加を図るもの。

石炭博物館を後世へ残し、市内外の人々の学習の場
やコミュニティ形成の場とするため、展示のリニュー
アルを含めた大規模改修を行うもの。

市内で起業する新規創業者に対する初期投資費用
や市内で就業を目指す市民に対する資格試験受験
料などを助成するもの。

地域活性化の要となる地域の担い手を育成するた
め、市が認めた研修への参加費・旅費、研修会の実
施などに係る費用を助成するもの。

600万円

5億327万9千円

350万円

150万円

総務費

教育費

総務費

総務費

新規

－

新規

新規

③地域資源を活用した働く場づくり

炭層メタンガス（ＣＢ
Ｍ）の開発支援と活用
研究

夕張メロンの安定生産
に向けた基盤整備

市有林を活用した日本
一の薬木産地化

平成28年度に実施した試掘の結果を踏まえ、ガスの資源
量調査を行うもの。後年次においては、資源量に見合う規模
において、農業(メロン)の付加価値研究への展開を目指す。

夕張メロンの生産安定化を図るためのハウス設置な
どへの助成や、農業労働力の雇用問題解決に向けた
実態調査などを実施するもの。

カラマツ伐採後にキハダ、ホオノキなどの薬木を植
栽し、一大産地化を目指すもの。

2,545万8千円

1,676万6千円

1,524万円

総務費

農林業費

農林業費

－

－

新規

④夕張の未来を創るプロジェクト

小中学校のスキー授業
支援

小中学生の漢検・英検
受験助成

児童・生徒自らが故郷に誇りを持つことができるよう、
地域が持つ魅力や資源を活用した学習を推進するた
め、小中学校のスキー学習に係る費用を補助するもの。

進学・就職にあたって有利な検定の受験を助成し、
学習意欲と学力の向上を図るもの。

110万2千円

12万円

教育費

教育費

新規

－
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＜参考＞将来負担等の状況
○人口データ

～水道事業会計を除く全会計ベース

問合せ先　市財務課財政係

☎５２－３１２２

ybrzai@city.yubari.lg.jp

平成24年度決算

平成25年度決算

平成26年度決算

平成27年度決算

平成28年度見込

平成29年度見込

622,799

736,046

697,689

880,886

0

0

△ 43,114,762

△ 39,978,794

△ 36,668,613

△ 33,344,312

△ 31,905,430

△ 29,790,542

4,699,894

4,580,104

4,604,308

4,586,766

4,534,645

4,616,591

△ 3,078,833

△ 2,624,019

△ 1,480,503

△ 855,063

△ 275,754

△ 99,909

△ 45,358,622

△ 42,670,925

△ 40,490,107

△ 37,956,901

△ 36,164,321

△ 34,307,224

区分
実質収支

（会計の赤字黒字）

市債元金残高

（長期借入金）

債務負担残高

（物品等のローン）

基金残高

（貯金）
合計残高

（単位：千円） （単位：人）

10,538

10,218

▲ 320

9,830

▲ 388

9,457

▲ 373

9,082

▲ 375

8,641

▲ 441

4,695

4,626

4,544

4,494

4,417

4,315

44.5%

45.3%

46.2%

47.5%

48.6%

49.9%

5,151

4,954

4,683

4,419

4,157

3,852

48.9%

48.5%

47.7%

46.7%

45.8%

44.6%

692

638

603

544

508

474

6.6%

6.2%

6.1%

5.8%

5.6%

5.5%

平成24年2月末

平成25年2月末

平成26年2月末

平成27年2月末

平成28年2月末

平成29年2月末

計合分区 14 歳以下 65 歳以上15～64 歳

人口減少が続く中でも、1人あたりの負担は着実に

減りつつあります。（各年2月末人口で除した額）

区分・事業名 事業概要 事業費 科目名 備考

⑤持続可能なまちづくり

小学校におけるＩＣＴ
活用教育の充実

学習支援・資格取得支援・
人的交流などを促進する夕
張高校魅力化プロジェクト

子育て、文化、交通結節
点機能をもった複合施
設の整備

市営住宅再編事業（Ⅱ期）

市立診療所などの移転
改築

社会科の副読本や石炭博物館の収蔵資料をデータ化し、
郷土教育を推進することで学習意欲の向上を目指すための
ＩＣＴ環境の整備（タブレットパソコンの配置）を行うもの。

夕張中学校の生徒数や夕張高校への進学率の減少を踏
まえ、子どもたちの前向きな挑戦に対してサポートを行う
ために、夕張高校の魅力化に要する経費を支援するもの。

将来的な拠点地区と位置付けている清水沢地区に
多機能な複合型拠点施設を建設するために、実施
設計など行うもの。

老朽化した市営住宅の整備と将来に向けたコンパク
トなまちづくりを推進するための住環境整備を行う
もの。

老朽化した市立診療所などを平成34年度供用開始
に向けて移転改築するために、基本計画の策定を行
うもの。

200万円

250万円

5,392万5千円

5億4,437万9千円

930万5千円

教育費

教育費

総務費

土木費

衛生費

新規

－

－

－

新規

デマンド交通の本格実施
公共交通の再編に伴い、南北軸から離れた地区と拠
点施設とを結ぶ手段として、予約型のバスであるデ
マンド交通の導入をすすめるもの。

177万6千円 民生費 新規
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■ 均等割２割・５割軽減の範囲が見直しされました
● 保険料均等割軽減のうち、２割・５割軽減に係る所得判定基準が、次のとおり見直しされました。

【平成28年度】

■ 所得割の軽減割合が見直しされました
● 保険料所得割軽減の割合が、次のとおり見直しされました。

▼ 所得の状況により、均等割の軽減割合が９割、または8.5割に該当することがあります。

【平成28年度】

【平成29年度から】

【平成29年度から】

■ 被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が見直しされました
● この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が、次のとおり見直しされました。

【平成28年度】

【平成29年度から】

問合せ先

北海道後期高齢者医療広域連合

〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階
電話 011－290－5601

市市民課健康保険係 電話 52-3105

市財務課賦課係 電話 52-3120

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（26万５千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（48万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33万円＋（49万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ５割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ２割軽減

区　　　　分

被用者保険の被扶養者だった方

区　　　　分

被用者保険の被扶養者だった方

所得割 均等割

かかりません ７割軽減

所得割 均等割

かかりません ９割軽減

平成29年度の保険料額は、７月に個別にお知らせします。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  保険料軽減の見直しについて  ～
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

第
１
、
２
学
年
ス
キ
ー
授
業

　

今
年
度
か
ら
、
夕
張
市
の
支
援
で
、
第
１
、

２
学
年
が
、ス
キ
ー
授
業
を
夕
張
マ
ウ
ン
ト
レ

ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
に
て
再
開
し
ま
し
た
。

　

日
程
は
、
第
１
学
年
が
２
月
８
日
、
14
日
、

第
２
学
年
は
２
月
９
日
、
15
日
で
各
学
年
２

回
ず
つ
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
多
く
は
、

小
学
校
で
の
ス
キ
ー
授
業
以
来
の
体
験
で
し

た
。
授
業
は
、天
候
に
恵
ま
れ
、怪
我
も
な
く
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
コ
ー
ス
を
滑
走
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
ス
キ
ー
授
業
は
、
夕
張
高
校
魅
力

化
事
業
と
し
て
夕
張
市
よ
り
助
成
を
受
け
、

ス
キ
ー
用
具
一
式
、ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
を
レ
ン

タ
ル
す
る
こ
と
で
、実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、夕

張
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
夕
張
ス
キ
ー
連

盟
か
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
派
遣
い
た
だ

き
、ス
キ
ー
を
通
し
て
大
自
然
に
触
れ
、
夕
張

市
の
素
晴
ら
し
さ
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
体

験
に
な
り
ま
し
た
。

第
７
回
校
内
研
修
会

　

２
月
22
日
に
、
本
校
会
議
室
で
第
７
回
教

職
員
校
内
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
研
修
テ
ー
マ
を
「
今
後
の
大
学
入
試
」
と

し
、株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ　

ま
な
び
事
業
本
部　

グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
田
中
佑
幸
氏
を
講
師
に
招

き
、大
学
入
試
改
革
の
動
向
や
、入
試
改
革
に

伴
う
授
業
改
善
、
今
後
社
会
で
必
要
と
さ
れ

る
能
力
、
人
材
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
る
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、「
学
び
続
け
る
力
」
が
重
要

で
あ
り
、そ
の
力
を
ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
の

か
が
問
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
授
業
改
善
の
ヒ
ン

ト
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　

（
夕
張
市
高
校
魅
力
化
事
業
）

　

２
月
25
日
に
、本
校
１
、２
年
生
が
生
徒
会

を
中
心
と
し
た
有
志
、
教
職
員
、
保
護
者
で
、

南
清
水
沢
３
丁
目
町
内
の
独
居
高
齢
者
宅

３
軒
を
除
雪
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
高
校
生
22
名
が
集
ま
る
な
ど
、

本
校
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
や
、
地
域
へ
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、除
雪
と
並
行
し
て
、夕
張
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
に
お
い
て
、
南
清
水
沢
駅
ホ

ー
ム
に
雪
だ
る
ま
を
制
作
・
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
機
に
、今
後
も
高
校

祝
卒
業　

３
月
１
日

　

平
成
28
年
度
第
25
回
卒
業
証
書
授
与
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
、
33
名
の
卒
業
生

が
新
た
な
門
出
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
新
た
な

環
境
に
お
い
て
も
、
出
会
い
を
大
切
に
各
々
が

素
敵
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う
、教
職
員
一
同
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

生
が
地
域
の
た
め
に
取
り
組
め
る
こ
と
を
生

徒
会
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
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今年の卒業生36名は、現在のゆうばり小学校の
最初の入学生です。

卒業式・卒園式
卒業式・卒園式が行われました。

ゆうばり小学校　３月18日

今年の卒業生は37名。それぞれの夢に向かっ
て、新たな一歩を踏み出します。

夕張中学校　３月15日

今年の卒園生は６名。卒園証書を受け取る姿
はとても頼もしく見えました。

ユーパロ幼稚園　３月19日

今回は、現役生、ＯＢ・ＯＧ会に加えて、市民吹奏楽団も参加し、大いに盛り上がりました。

夕張高校吹奏楽局ＯＢ・ＯＧ会とスプリングコンサート　３月19日
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市
税
・
保
険
料
の
徴
収
率
の
向
上
と
滞
納
額
の

縮
減
を
図
る
こ
と
は
、
市
の
財
政
再
建
・
地
域
再

生
の
根
幹
に
関
わ
る
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
、
大
多
数
の
方
が

納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
め
て
い
ま
す
。
滞
納
は
そ

の
公
平
性
を
欠
く
行
為
で
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。

　

今
年
度
も
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
の
強
化
な

ど
、
法
令
に
基
づ
く
厳
正
な
処
分
を
実
施
し
、
市

民
負
担
の
公
平
性
を
守
る
と
と
も
に
歳
入
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と

　

市
税
・
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か
っ

た
場
合
、20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
付
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を

経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
に
は
、「
滞

納
者
の
財
産
を
差
押
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
と
は

　

市
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、滞
納
者
の
財
産

を
差
押
え
る
こ
と
で
す
。
市
税
や
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
国
税
徴
収
法
・
地
方
税
法
に
よ
り
全
て

の
財
産
に
対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
財

産
調
査
や
差
押
え
に
あ
た
っ
て
は
滞
納
者
本
人
に

対
す
る
事
前
の
連
絡
や
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
勤
務
先
、
金
融
機
関
、
取
引
先
な
ど
も
調
査

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産

　

預
貯
金
、
給
与
、
年
金
、
生
命
保
険
、
国
税
・
道

税
な
ど
の
還
付
金
、
不
動
産
、
自
動
車
、
軽
自
動

車
、動
産
（
絵
画
、電
化
製
品
、貴
金
属
な
ど
）、売

掛
金
、賃
料
、出
資
金
な
ど

◆
催
告
書

　

督
促
状
が
発
付
さ
れ
て
も
納
付
や
相
談
の
な
い

場
合
、「
差
押
予
告
書
」
な
ど
の
催
告
書
を
送
付

し
自
主
的
な
納
付
を
促
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

催
告
書
は
滞
納
処
分
の
前
に
必
ず
送
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
産
調

査
に
よ
り
財
産
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
差
押
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
自
動
車
な
ど
の
差
押
え

　

自
動
車
や
軽
自
動
車
の
差
押
え
に
は
ミ
ラ
ー
ズ

ロ
ッ
ク
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
ま
す
。　

　

納
付
の
な
い
場
合
は
、引
き
上
げ
て
公
売
し
ま

す
。
搬
出
の
た
め
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
滞

納
者
本
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
勝
手
に
外

し
た
り
、
破
損
、
汚
損
し

た
り
す
る
と
刑
法
な
ど

に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

◆
捜
索

　

捜
索
は
、国
税
徴
収
法
に
基
づ
く
滞
納
処
分
で

す
。
滞
納
者
の
自
宅
や
事
務
所
な
ど
に
強
制
的
に

立
ち
入
り
、現
金
や
換
価
で
き
そ
う
な
動
産
を
探

し
、
そ
の
場
で
差
押

え
ま
す
。

　

滞
納
者
本
人
の

意
思
に
関
係
な
く
、

裁
判
所
の
捜
索
令

状
も
い
り
ま
せ
ん
。

◆
公
売

　

引
き
上
げ
た
自
動
車
や
軽
自
動
車
、
滞
納
者

の
自
宅
な
ど
を
捜
索
し
差
押
え
た
財
産
は
公
売

を
行
い
、売
却
代
金
を
滞
納
市
税
・
保
険
料
へ
充
当

し
ま
す
。

　

市
で
は
、ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
」
な
ど
に
よ
り
差
押
え
た
財
産
を
売
却
し
て

い
ま
す
。

◆
延
滞
金

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、納
期
限

納
税
（
納
入
）
通
知
書
の
発
送

　
　
　
←

納
　
　
期
　
　
限

　
　
　
←

督 

促 

状 

の 

発 

付

財
　
産
　
調
　
査

　
　
　
←

財
　
産
　
の
　
差
　
押
　
え

の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
、

延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
延
滞
金
の
滞
納
も

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
早
め
の
納
付
相
談
を
！

　

多
重
債
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
納

め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
が
な
け
れ
ば
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
も
、一
人

で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
事
情
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

◆
く
ら
し
と
お
金
の
無
料
相
談
会

（
Ｆ
Ｐ
行
政
書
士
無
料
相
談
会
）

　

市
で
は
、家
計
・
生
活
相
談
の
専
門
家
で
あ
る
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー（
Ｆ
Ｐ
）に
よ
る
無
料

相
談
会
を
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
く
ら
し

と
お
金
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
　

毎
月
第
２
水
曜
日

と
　
き　
　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
　

清
水
沢
地
区
公
民
館

※
事
前
予
約
の
方
が
優
先
で
す
。

※
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
に
は
訪

問
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
問
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
収
納
係

☎
52
―
3
1
2
9

【
滞
納
処
分
の
流
れ
】

納付や相談が

　　　ないと…

市
税
・
保
険
料
は
　
納
期
内
納
付
を
！

〜
滞
納
を
見
逃
し
ま
せ
ん
！
〜
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平成29年度から軽自動車税の税率が変わります

◆原動機付自転車及び二輪車等

◆三輪と四輪の軽自動車

二輪の小型自動車（250cc以上）

改正前

2,500円
2,600円
3,200円
4,900円
4,800円
4,800円
3,200円
9,300円
8,000円

改正後

2,000円
2,000円
2,400円
3,700円
3,600円
3,600円
2,400円
5,900円
6,000円

種　　　　　　別
税　　率

50cc以下

50cc超90cc以下

90cc超125cc以下

ミニカー

二輪のもの（側車付のものを含む）

もっぱら雪上を走行するもの

農耕用作業用自動車

その他のもの（フォークリフト等）

原動機付自転車

軽自動車

小型特殊自動車

改正前

6,300円
11,400円
17,200円
6,200円
8,400円

改正後

4,600円
8,200円

12,900円
4,500円
6,000円

三輪のもの

種　　　　　　別

営業用

自家用

営業用

自家用

乗用の
もの

貨物用
のもの

四輪の
もの

改正前 改正後 改正前 改正後

税　率　（年額）

①新税率 ②旧税率

5,400円 3,900円 4,600円 3,700円
9,600円 6,900円 8,200円 6,600円

14,400円 10,800円 10,800円 8,600円
5,300円 3,800円 4,500円 3,600円
7,000円 5,000円 6,000円 4,800円

③重課税率
（ 年 額 ）

改正前

4,100円
7,200円

10,800円
4,000円
5,300円

改正後

3,000円
5,200円
8,100円
2,900円
3,800円

三輪のもの

種　　　　　　別

営業用

自家用

営業用

自家用

乗用の
もの

貨物用
のもの

四輪の
もの

改正前 改正後 改正前 改正後

1,300円 1,000円 2,700円 2,000円
2,400円 1,800円 4,800円 3,500円
3,600円 2,700円 7,200円 5,400円
1,300円 1,000円 2,600円 1,900円
1,800円 1,300円 3,500円 2,500円

（ア）75％減税 （イ）50％減税

④グリーン化特例税率（年額）

（ウ）25％減税

①新税率が適用される車両

　　　　・平成27年４月１日以後に新車新規登録された車両

②旧税率が適用される車両

　　　　・平成27年３月31日以前に取得された車両及び新車新規登録済みで登録から13年未満の車両

③重課税率が適用される車両

　　　　・平成29年度賦課期日（４月１日）現在で新車新規登録から13年を経過する車両

④平成28年度新規登録車両に係るグリーン化特例税率適用要件

不明な点は問い合わせください　問合せ先　市賦課係　☎52－3120

（ア） 電気自動車・燃料電池自動車・天然ガス自動車（平成21年排出ガス10％低減）

（イ） 乗  用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準＋20％達成車

 貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車

（ウ） 乗  用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準達成車

 貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車

 ※燃費基準の達成状況は、軽自動車車検証の備考欄に記載されています
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軽
自
動
車
税
の

　
　

減
免
制
度
に
つ
い
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　

  

４
月
６
〜
15
日

合
併
処
理
浄
化
槽
の

　

 

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

野
犬
掃
討
の
実
施

夕
張
市
下
水
道
事
業

　
　
　

経
営
戦
略
の
策
定

消
費
生
活
相
談

　

障
害
者
や
障
害
者
と
生
計
を
同
じ

く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用

す
る
場
合
は
、１
人
１
台
に
限
り
軽
自

動
車
税
の
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
自
動
車
税
に
お
い
て
減
免
を

受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
申
請　

４
月
中
旬
に
市
か
ら
郵

送
す
る
納
税
通
知
書
と
個
人
番
号
カ

ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）
、
運
転
免
許
証
・

車
検
証
・
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
・
療

育
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦

傷
病
者
手
帳
を
含
む
。
）の
写
し
を
持

参
。
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、納
税

通
知
書
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ

ー
ド
）の
写
し
と
、持
参
に
よ
る
申
請
と

同
じ
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
窓
口
で
の
代
理
申
請
に
は
、委
任

状（
様
式
任
意
）が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
書　

減
免
を
希
望
す
る
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
か
、
市
賦
課
係
、
南
支
所
で
申
請
書

を
受
け
取
り
、
申
請
期
間
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月
17
日
〜
４
月
24
日

※
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
場
所　

市
賦
課
係
ま
た
は
南
支
所

※
平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

４
月
６
日　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

紅
葉
山
武
道
館
横
広
場

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
目

指
す
た
め
の
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
半
数
以

上
が
高
齢
者
で
す
。
幼
児
や
児
童
は

通
園
・
通
学
時
に
事
故
に
遭
う
こ
と
が

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
高
齢
者
の

横
断
に
対
応
で
き
る
、安
全
な
速
度
で

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、
運
動
能
力
・

判
断
力
を
鈍
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
の
軽
い
気
持
ち
が
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

「
乗
ら
せ
な
い
」
、「
乗
せ
な
い
」
、「
飲

ま
せ
な
い
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◆
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

交
通
安
全
対
策
本
部
事

務
局（
南
支
所
）　

☎
59
―
6
1
1
1

　

家
庭
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
、
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
者

◇
下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
域
に

専
用
住
宅
ま
た
店
舗
等
併
用
住
宅
を

建
築
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方

◇
汲
取
り
式
便
所
を
浄
化
槽
に
改
造

す
る
方

次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
販
売
目
的
で
住
宅
を
建
築
す
る
方

◆
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃
貸
人

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
方　
　

◆
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

申
込
み
方
法 

 

補
助
金
交
付
申
請
書

を
市
環
境
生
活
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

補
助
金
額
（
限
度
額
）

５
人
槽 

 

35
万
２
千
円

６
〜
７
人
槽  

44
万
１
千
円

８
〜
10
人
槽  

58
万
８
千
円

11
〜
20
人
槽 

1
0
0
万
２
千
円

21
〜
30
人
槽 

1
5
4
万
５
千
円

31
〜
50
人
槽 

2
1
2
万
９
千
円

51
人
槽
以
上 

2
4
2
万
９
千
円

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、現
状
把
握
・

分
析
、
将
来
予
測
を
行
う
こ
と
に
よ

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、訪
問
販
売

や
架
空
請
求
な
ど
困
っ
た
と
き
に
は
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
と
面
談
で
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
面
談
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
例

◆
架
空
請
求　

身
に
覚
え
の
な
い
商

品
が
届
い
た
が
、
代
金
を
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
？

◆
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ　

訪
問
販
売
で

不
必
要
な
も
の
を
購
入
し
て
し
ま
っ

た
。
解
約
で
き
る
の
か
？

開
設
時
間　

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
窓
口　

夕
張
市
消
費
生
活
相
談

窓
口（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
56
―
6
0
0
1

付
期
限
は
５
月
１
日
で
す
。
必
ず
期
限

内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

日
ま
で
の
期
間
、市
内
全
域
で
野
犬
掃

討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
や
鎖
か
ら

外
れ
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
犬
は
、野
犬
と

し
て
捕
獲
さ
れ
、岩
見
沢
保
健
所
由
仁

支
所
に
抑
留
（
薬
殺
）さ
れ
ま
す
の
で
、

放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◆
飼
い
犬
が
逃
げ
出
し
た
り
、い
つ
の

間
に
か
い
な
く
な
り
、
行
方
不
明
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、夕
張
警
察
庁
舎
へ
届
け
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
市
環
境
生
活
係
や
岩
見
沢
保
健
所

由
仁
支
所
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
首
輪
に
は
必
ず
犬
鑑
札
や
連
絡
先

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
散
歩
中
に
犬
を
放
す
と
、人
を
追
い

か
け
た
り
、人
を
咬
む
な
ど
の
事
故
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
フ
ン
で
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

り
、経
営
基
盤
の
強
化
及
び
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、平
成
29
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
し
た
経
営
戦
略
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

経
営
戦
略
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
市
上
下
水
道
課
と
南

支
所
に
も
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課

☎
52
―
3
1
5
2
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住
民
票
・
戸
籍
の
請
求
届
出
に
は

　
　
　
　
　

 

本
人
確
認
が
必
要

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
実
施

電
源
立
地
地
域
対
策

  

交
付
金
を
活
用
し
ま
し
た

介護保険法改正による

「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります

　団塊の世代が75歳以上となる平成37年に向け、誰もが住み

慣れた地域で自分らしい暮らしを続けていけるように、地域の

特色を生かしながら医療・介護・予防・住まい・生活支援により包

括的に支えるような仕組みづくりが必要とされています。介護

保険法の改正により、このような総合的な事業として、平成29

年４月から「介護予防・日常生活支援総合事業」が開始されま

す。今後、地域の特色に応じて、多様なサービス提供ができるよ

う検討し、まちぐるみで支え合う体制づくりを進めていきます。

夕張市では、総合事業への円滑な移行を図るため、要支援認定

の方が利用する介護サービスのうち「訪問介護」と「通所介護」に

ついて、順次、総合事業へ移行していきます。

○これまでと同様のサービスを利用できます

４月から順次総合事業に移行しますが、事業の枠組みが変

わる以外に、サービス内容に変更はありません。

○介護予防訪問介護と介護予防通所介護のみを利用している方

要介護・要支援認定を省略して、基本チェックリストにより、

迅速なサービス利用が可能となります。

○介護予防訪問介護と介護予防通所介護以外の予防給付サー

ビスを利用している方

今まで通り、要介護・要支援認定を受けてのサービス利用と

なります。

問合せ先　介護保険係 ☎52－3164  包括支援係 ☎52－3107

 
住
民
票
、戸
籍（
謄
・
抄
本
）な
ど
の
請

求
や
転
出
、
転
居
、
戸
籍
の
転
籍
な
ど

の
異
動
の
届
け
出
を
す
る
場
合
、窓
口

で
の
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
本
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

  

窓
口
に
来
る
方
は
、運
転
免
許
証
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
、
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、身
体

障
害
者
手
帳
、在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
写

真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

  

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
な
い

場
合
は
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険

証
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
、年
金

手
帳
な
ど
最
低
２
つ
の
提
示
が
必
要
で

す
。

【
代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

　

代
理
人
の
方
に
つ
い
て
は
、
委
任
状

な
ど
の
代
理
権
限
の
確
認
を
行
い
ま

す
。
併
せ
て
代
理
人
の
方
の
本
人
確
認

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
 

窓
口
に
来
る
と
き
は
、必
要
書
類
を

確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
に
は
、印

鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
へ

 
 

転
出
入
の
異
動
の
場
合
、カ
ー
ド
の

継
続
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
転

　

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、こ
こ
ろ
の
健

康
問
題
を
抱
え
る
人
や
家
族
な
ど
に

対
し
て
、精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
を

実
施
し
、
精
神
疾
患
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
、精
神
保
健
福
祉
の
支
援
に
つ

な
げ
、
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
定
例
相
談
）
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

◆
岩
見
沢
保
健
所
（
岩
見
沢
市
８
条

 
 

平
成
28
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
は
、
市
内
小
中
学
校
の
電
気

料
や
水
道
料
、
暖
房
用
燃
料
に
活
用

し
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室

☎
52
―
3
1
4
1

入
手
続
き
の
と
き
に
暗
証
番
号
を
確

認
の
う
え
、カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

転
居
や
婚
姻
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）カ
ー
ド
、写
真
付
き
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
券
面
記
載
事
項

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
転
居
届
や
婚

姻
届
な
ど
の
提
出
に
合
わ
せ
て
、
暗
証

番
号
を
確
認
の
う
え
、カ
ー
ド
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
な
住
所
や
氏
名

な
ど
を
追
記
欄
に
記
載
し
ま
す
。

◆
引
越
し
な
ど
に
伴
い
通
知
カ
ー
ド
の

券
面
記
載
事
項
の
変
更
が
必
要
で
す

　

引
越
し
や
婚
姻
な
ど
で
通
知
カ
ー

ド
の
券
面
記
載
事
項
が
変
更
と
な
っ
た

場
合
、
転
入
・
転
居
届
や
婚
姻
届
な
ど

の
提
出
に
合
わ
せ
て
、市
市
民
係
・
南
支

所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
新
た
な
住
所

や
氏
名
な
ど
を
追
記
欄
に
記
載
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

西
５
丁
目
空
知
総
合
振
興
局
内
）

平
成
29
年

４
月
20
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

６
月
15
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

８
月
28
日（
月
）午
後
１
時
〜
３
時

10
月
19
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

12
月
21
日（
木
）午
後
１
時
〜
３
時

平
成
30
年

２
月
15
日（
木
）午
後
２
時
〜
４
時

◆
夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年

６
月
８
日
（
水
）
午
後
３
時
〜
午
後
４

時
30
分

10
月
５
日
（
木
）
午
後
３
時
〜
午
後
４

時
30
分

内　

容　

精
神
科
医
師
と
の
面
接
相
談

※
予
約
制
（
前
日
の
正
午
ま
で
）、申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、別
日
で
調
整
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接

で
の
相
談
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2
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市
営
住
宅
の

　
　
　

入
居
者
随
時
募
集

楓
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

  

ト
イ
レ
の
利
用
に
つ
い
て

夕
張
市
地
域
人
材
（
活
動
人
口
）

　
　

 

育
成
事
業
助
成
に
つ
い
て

南
部
・
清
水
沢
間
デ
マ
ン
ド

  

交
通
の
運
行
時
刻
変
更
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

平
成
29
年
度

「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」

　
　

助
成
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
現
在
、緊
急
に
入
居
す
る
必

要
が
あ
る
住
宅
困
窮
者
に
対
応
す
る

た
め
、過
去
に
申
し
込
み
受
け
付
け
を

行
っ
た
住
宅
の
う
ち
、
入
居
者
が
決
ま

ら
な
か
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
、随
時
募
集

を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
入
居
資
格

　

政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
を
満

た
す
方
、
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
な
ど
。
ま

た
、既
に
市
・
道
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
で
、
風
呂
が
な
い
方
や
世
帯
構
成

が
増
減
し
た
方
な
ど
特
別
な
事
情
が

あ
り
、住
替
え
の
条
件
を
満
た
す
方
。

　

４
月
１
日
よ
り
夕
鉄
バ
ス
の
運
行
時

刻
改
正
に
伴
い
、
南
部
・
清
水
沢
間
で

運
行
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行

時
刻
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

運
行
時
刻

◆
南
清
水
沢
駅
前
発
南
部
行（
１
日
２
便
）

午
前
９
時
30
分
発

午
後
３
時
発

◆
南
部
発
南
清
水
沢
駅
前
行（
１
日
１
便
）

午
後
２
時

利
用
の
仕
方

①
初
回
時
に
事
前
に
利
用
登
録
を
し

ま
す
。

※
す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
再
度
登

録
は
い
り
ま
せ
ん
。

②
利
用
す
る
便
の
１
時
間
前
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
ま
す
。
た
だ
し
、
午
前

９
時
30
分
便
は
前
日
の
午
後
５
時
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

③
予
約
し
た
場
所
で
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　

平
成
29
年
度
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
基
金
」
助
成
事
業
の
募
集
に
つ
い

て
は
、４
月
中
旬
頃
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
、４
月
28
日
ま
で
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
申
請
を
検
討
し
て
い
る

方
は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
係

（
佐
近
）　
　
　
　

☎
52
―
3
1
4
1

　

国
道
2
7
4
号
線
沿
い
の
楓
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
ト
イ
レ
は
、老
朽
化
の
た
め

４
月
１
日
よ
り
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。
今

後
は
、『
道
の
駅
夕
張
メ
ロ
ー
ド
』ト
イ
レ

を
ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
で
あ
る

「
夕
張
市
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
推
進

す
る
地
域
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
研
修
へ
の
参
加
」
ま
た
は

「
研
修
会
の
開
催
」へ
の
助
成
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
４
月
中

旬
頃
に
公
開
し
、
随
時
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
申
請
を
検
討
し
て
い
る
方

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法　

　

本
人
が
市
役
所
３
階
建
築
住
宅
係

に
、
関
係
書
類
（
申
込
用
紙
、
印
鑑
、
入

居
者
全
員
分
の
収
入
が
分
か
る
も
の

な
ど
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
随
時
募
集
住
宅
は
、
先
着
順

で
の
受
付
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
状
況
に
よ
り
変
動
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係

☎
52
―
3
1
1
9

車
を
待
ち
ま
す
。

④
降
車
す
る
と
き
に
運
転
手
に
利
用

料
金
を
支
払
い
ま
す
。

利
用
料
金　

バ
ス
に
乗
っ
た
場
合
と
同

じ
で
す
。
※
バ
ス
の
回
数
券
は
デ
マ
ン
ド

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
者
登
録
・
予
約
先　

丸
北
ハ
イ
ヤ
ー

☎
59
―
7
5
0
0

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

申
込
・
問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企

画
室　
　
　
　
　

☎
52
―
3
1
4
1

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
係

（
佐
近
）　
　
　
　

☎
52
―
3
1
4
1

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

改 良

公 営

改 良

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

公 営

本 町

本 町

末 広

末 広

末 広

末 広

鹿 の 谷

常 盤

平 和

平 和

南 清 ３

南 清 ４

南 清 ４

紅 葉 山

平 和

平 和

栄

栄

恵３

恵４

翔１

翔８

曙

誉

和２

夢３

２K51-３

H48-１

H48-２

63紅葉

K61-２

夢３

２ L D K

３ L D K

２ D K

２ L D K

３ L D K

２ L D K

２ L D K

３ L D K

２ D K

３ L D K

３ D K

２ D K

２ D K

３ L D K

２Ｌ Ｄ Ｋ

３Ｌ Ｄ Ｋ

２階(ｴ)

６階(ｴ)

１階(ｴ)

３階(ｴ)

３階

１階

５階（ｴ）

３階

１階

１階

１階

１階

１階

３階・４階

４階

４階

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

一般枠
住宅に

困っている方対象

みなし特定公共賃貸住宅
中堅所得者対象

平成29年４月１日現在

※（ｴ）はエレベーター付きの住棟です。

区 分 種 別 地 区 住 棟 間 取 階 情 報 戸 数

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

５
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
内
、３
人

が
３
月
末
に
任
期
満
了
と
な
り
ま
し

た
が
、再
任
と
な
り
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、地
域
の
相
談
パ

ー
ト
ナ
ー
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

●
矢
野
雅
昭

（
常
盤　

☎
52
―
3
8
5
8
）

●
平
村
美
千
子

（
南
清
水
沢　

☎
59
―
3
3
4
2
）

●
佐
藤
裕
子

（
本
町　

☎
52
―
3
1
9
1
）

●
中
井
法
史

（
紅
葉
山　

☎
58
―
2
1
5
1
）

●
清
野
敦
子

（
南
清
水
沢　

☎
59
―
6
2
0
0
）

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4
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定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
を

　
　
　

忘
れ
て
い
た
と
き

◆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
は
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、
次
の
⑴
の
表
ま

た
は
⑵
に
該
当
す
る
市
民
の
方

※
⑴
の
方
に
は
個
別
に
通
知
を
し
ま

す
。

⑴

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
。（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

実
施
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜

平
成
30
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関　

①
中
條
医
院　

②

南
清
水
沢
診
療
所　

③
簗
詰
医
院　

④
夕
張
市
立
診
療
所　
　
　

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額　

接
種
費
用
の
半
額
。

※
上
限
は
3
、0
0
0
円

（
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
接
種
費

用
を
全
額
助
成
）

自
己
負
担
額 

･
接
種
費
用
が
6
、0
0
0
円
以
下
の

場
合
は
半
額

･
接
種
費
用
が
6
、
0
0
0
円
を
超

え
る
場
合
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
費
用

か
ら
3
、0
0
0
円
を
引
い
た
額

･
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
自
己
負

担
な
し

接
種
回
数　

１
回

そ
の
他

･
必
ず
過
去
の
接
種
歴
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

･
接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

･
年
齢
確
認
の
た
め
、実
施
医
療
機
関

に
健
康
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

･
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

･
対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

･
市
外
の
病
院
（
施
設
）に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、事
前

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

　

北
海
道
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
、北

海
道
内
全
域
を
「
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
区
域
」
に
指

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
住
民
が
道
外
や

海
外
に
行
き
来
す
る
機
会
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
28
年
４
月

よ
り
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
夕
張
市
に
お
い
て
も
、平
成

28
年
４
月
よ
り
次
の
と
お
り
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

･
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者

⑴
平
成
22
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
※
７
歳
６
ヶ
月
か
ら
９
歳
未
満

の
間
は
対
象
外
で
す
。

⑵
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
（
特
例
制

度
）　

※
７
歳
６
ヶ
月
か
ら
９
歳
未
満

の
間
は
対
象
外
で
す
。

⑶
平
成
19
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
（
特
例
制
度
）　

※
20
歳
を
過

ぎ
る
と
対
象
外
で
す
。

接
種
回
数　

第
１
期
に
３
回
・
第
２
期
に

１
回（
合
計
４
回
）　

※
年
齢
に
よ
り
接

種
間
隔
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

勧
奨
対
象
者
（
平
成
29
年
度
）

　

道
で
は
、
定
期
予
防
接
種
対
象
者

全
て
を
勧
奨
対
象
と
す
る
と
膨
大
な

数
と
な
る
た
め
、
接
種
を
優
先
す
べ
き

対
象
者
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

夕
張
市
で
は
道
の
考
え
を
基
本
と

し
、平
成
29
年
度
は
次
の
方
に
接
種
開

始
の
勧
奨
を
行
な
い
ま
す
。

⑴
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑵
平
成
23
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑶
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑷
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑸
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

⑹
昨
年
度
第
１
期
の
初
期
を
終
了
し
、

追
加
接
種
を
受
け
る
方
。
ま
た
は
、昨

年
度
勧
奨
対
象
で
、何
ら
か
の
理
由
で

接
種
で
き
な
か
っ
た
定
期
予
防
接
種
対

象
の
方　

※
７
歳
６
ヶ
月
か
ら
９
歳
未

満
の
間
、20
歳
以
上
は
対
象
外
で
す
。

⑺
道
外
か
ら
の
転
入
な
ど
で
す
で
に
第

１
期
の
接
種
が
完
了
し
、
第
２
期
の
接

種
を
受
け
る
９
歳
の
方

※
上
記
の
勧
奨
対
象
者
の
接
種
を
優

先
し
ま
す
が
、上
記
以
外
の
定
期
予
防

接
種
対
象
者
で
、道
外
や
海
外
に
行
か

れ
る
方
や
兄
弟
に
勧
奨
者
が
い
る
方
な

ど
で
平
成
29
年
度
中
に
接
種
を
希
望

す
る
場
合
は
、市
保
健
係
に
ご
連
絡
く

  

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

は
、で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
必
要
な
確
定
申
告
を
し
な
か
っ

た
場
合
は
、税
務
署
長
が
所
得
金
額
や

税
額
を
決
定
し
ま
す
。

 
 

税
務
署
長
が
決
定
を
行
う
場
合
や

提
出
期
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場
合

な
ど
は
、新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
法
定
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞
税
を

併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
音
声
案
内
２
）

だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関　

①
中
條
医
院　

②

南
清
水
沢
診
療
所
（
要
予
約
）
③
簗
詰

医
院

④
夕
張
市
立
診
療
所（
要
予
約
）

接
種
費
用　

無
料

そ
の
他　

勧
奨
対
象
者
⑴
〜
⑸
の
方

に
は
４
月
中
に
個
別
通
知
を
す
る
予

定
で
す
。

※
勧
奨
対
象
者
の
⑺
に
該
当
す
る
方

は
接
種
間
隔
や
接
種
日
程
な
ど
の
詳

細
は
通
知
文
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

⑵　

接
種
日
に
お
い
て
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は

呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方
と
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

対 象 者 生 年 月日

65歳となる方 昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生

70歳となる方 昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生

75歳となる方 昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生

80歳となる方 昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生

85歳となる方 昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生

90歳となる方 昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生

95歳となる方 大正11年４月２日生～大正12年４月１日生

100歳となる方 大正６年４月２日生～大正７年４月１日生
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前
期
技
能
検
定

　
　
　
　
　

受
検
者
募
集

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

平
成
29
年
春
の

　

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

受
付
期
間　

４
月
３
日
〜
14
日

受
検
資
格　

１
級
、
単
一
等
級
、２
級
、

３
級

実
施
職
種　

造
園
、
と
び
、
建
築
板

金
、建
築
塗
装
、左
官
な
ど

問
合
せ
先　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協

会　

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0

◆
石
炭
博
物
館
の
営
業
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
は
、見
学
で
き
る
箇
所

が
模
擬
坑
道
に
限
ら
れ
ま
す
。
本
館
は

改
修
工
事
の
た
め
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

開
館
期
間　

４
月
29
日
〜
11
月
５
日

休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日　

※
月

曜
日
が
祝
日
ま
た
は
振
替
休
日
の
場

合
は
、
月
曜
日
は
営
業
し
、
水
曜
日
が

休
館
日
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
５
月
１
日
、２
日
は
閉
館
し
ま

す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時（
最
終
入
館　

午
後
４
時
30
分
）

入
館
料
（
市
民
料
金
）　

中
学
生
以
上

1
0
0
円　

※
小
学
生
以
下
、
60
歳

以
上
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

◆
実
践
英
会
話
教
室
受
講
生
募
集

　

市
民
を
対
象
と
し
た
初
級
か
ら
中

級
レ
ベ
ル
の
内
容
と
な
り
ま
す
。
毎
月

１
回
目
の
教
室
は
初
心
者
向
け
の
文

法
な
ど
の
内
容
に
な
り
ま
す
。
受
講
料

無
料

期　

間　

５
月
11
日
〜
９
月
28
日
の

木
曜
日　

※
全
17
回

と　

き　

午
後
６
時
15
分
〜
７
時
15

分と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

講　

師　

ロ
ー
レ
ン
・ハ
ン
ド
ロ
ン（
外
国

語
指
導
助
手
）

定　

員　

15
名

申
込
期
間　

４
月
10
日
〜
４
月
28
日

　

北
海
道
で
は
ヒ
グ
マ
に
対
す
る
注
意

を
喚
起
す
る
た
め
、
平
成
29
年
春
の
ヒ

グ
マ
注
意
特
別
期
間
（
４
月
１
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
）
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
で
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

○
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
を
鳴
ら
し

ま
し
ょ
う
。

○
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け
た
ら

引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

市ホームページをリニューアルしました！
年齢や国籍、障がいの有無を問わず、誰にでも利用しやすく、目的の情報が探しやすいように、デザインの

変更やページ構成の整理を行いました。新しいホームページは、3月31日（金）より公開されています。
「関わり人口の増加」がリニューアルの目的の一つであるため、少しでも夕張市に興味を持っていただける

利用者が増えるように情報発信を行っていきます。

●“夢を主語に、挑戦するまちに変わる”という決意を込めた
「夕張市まちづくりコンセプト映像」が再生されるトップペ
ージを設けました。「くらしの情報」「観光情報」「ふるさと
納税」の入口を設け、目的の情報を探しやすくしています。

●「くらしの情報」「観光情報」には、夕張市の魅力やイベン
ト情報などを、夕張市らしい画像でPRするエリアを設けま
した。

●　リニューアルのポイント　●

◆夕張市の想い・魅力を伝えるデザインへ

●スマートフォンでアクセスした場合は、スマートフォンに最適化されたページで表
示されます。

◆スマートフォンに対応

●音声読み上げに対応できるようコンテンツの表示を見直しました。
●文字や画像の色および表示サイズの変更、音声よみあげ、外国語変換が可能に

なりました。

※トップページ以外のアドレスは変更となりますので、内部ページをお気に入り
（ブックマーク）に登録している方は、設定の変更をお願いします。

◆すべての利用者に優しいホームページ

市ホームページアドレス

　＊パソコン、タブレット、スマートフォンから　http://www.city.yubari.lg.jp

　＊携帯電話から　http://www.city.yubari.lg.jp/mobile

問合せ先　市情報管理係　☎52-3140

問
合
せ
先　

市
教
育
係

☎
52
―
3
1
6
6
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一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

５月１日（月）

月　日

５月２日（火）

収集します５月３日（水）

５月４日（木）

５月５日（金）

月曜日の地区

火曜日と水曜日の地区

休みます

休みます

休みます

受け入れします

受け入れします

休みます

休みます

休みます

土
地
価
格
・
家
屋
価
格
等

　
　
　

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

「
電
波
の
ル
ー
ル
」
を

　
　
　

 

守
り
ま
し
ょ
う
！

春
の
火
災
予
防
運
動

連
休
期
間
中
の
ご
み
の
収
集

融
雪
期
の
災
害
に
ご
注
意
を

父・猛さん　　母・知佳さん

夕張市清水沢

森

　

颯

夢
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
７
月
３
日
生
ま
れ

は
る
　 
む

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
に
よ
る
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

縦
覧
期
限　

５
月
31
日
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
）

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後

５
時
30
分

縦
覧
場
所　

市
賦
課
係
（
市
役
所
２

階
５
番
窓
口
）

縦
覧
で
き
る
人　

土
地
・
家
屋
の
固
定

資
産
税
納
税
者
、ま
た
は
そ
の
代
理
人

縦
覧
に
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

消
防
署
と
消
防
団
で
は
、４
月
20
日

か
ら
30
日
ま
で
、『
消
し
ま
し
ょ
う
　

そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で
』
を
統

一
標
語
に
、
各
地
域
で
火
災
予
防
の
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
強
い
季
節
風

に
よ
り
、
火
災
の
発
生
が
起
こ
り
や
す

い
気
象
状
況
で
す
。

　

火
災
原
因
の
第
１
位
は
「
た
ば
こ
」

で
す
。
灰
皿
に
水
を
入
れ
る
な
ど
、
後

　

連
休
期
間
中
の
ご
み
収
集
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

◆
土
砂
災
害

　

雪
解
け
に
よ
り
大
量
の
水
分
が
土

中
に
染
み
込
み
、地
盤
が
緩
ん
だ
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山
間
部
や
急

傾
斜
地
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
河
川
な
ど
の
増
水

　

融
雪
に
よ
っ
て
河
川
の
急
激
な
水
位
上

昇
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。河
川
、池
、用

排
水
路
の
周
辺
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
屋
根
か
ら
の
落
雪

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、屋
根
な
ど
の
高

い
場
所
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
解
け
落
下

し
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。軒
下
な
ど

は
避
け
て
歩
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
気
象
情
報
に
注
意

　

外
出
す
る
際
な
ど
に
は
、事
前
に
気

象
情
報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

平成29年３月１日　現在

人　口 8,641人(－17人)

　男 4,029人(－10人)

　女 4,612人(－  7人)

世帯数 4,999世帯(－1世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
５
月
号
は
、

５
月
１
日
に
配
布
し
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
縦
覧
の
場
合
は
、納

税
者
か
ら
の
委
任
状
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

始
末
に
注
意
し
、屋
外
で
は
指
定
さ
れ

て
い
る
場
所
で
喫
煙
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
「
寝
た
ば
こ
」
は
絶
対
に
や
め
、ガ
ス
コ

ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、一
部
の
一
般

住
宅
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
を
調
査
し
ま
す
の
で
、訪

問
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部

☎
53
―
4
1
2
1

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、
も
っ
ぱ
ら
個
人

的
な
無
線
技
術
の
興
味
に
基
づ
い
て
行

う
た
め
の
無
線
で
す
。
工
事
・
除
排
雪
・

有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
の
仕
事
に
関
す

る
通
信
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
使
え
ま

せ
ん
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で

は
、
電
波
監
視
を
実
施
し
、
適
正
な
電

波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
電

波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相
談
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

北
海
道
総
合
通
信
局

☎
0
1
1
―
7
3
7
―
0
0
9
9

（
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時
※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

メ
ー
ル

soudan-hokkaido@
soum

u.go.jp
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